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文書館活動と情報資源化の構想
一古文書整理からの展開-
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はじめに
史料情報の資源化の上で､もっとも基本的な作業は､史料整理と呼ばれる一
連の作業であるに違いない｡史料情報の資源化は､史料整理のあり方そのもの
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?
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に規定される｡良質な情報の提供には､史料整理を通じて集積された様々な情
報が､秩序立てられて示されることが必要である｡史料が収蔵されていても､
資源化への努力を怠れば､利用できる情報はないに等しい｡それは機関の存立
そのものに関わる重要問題であるに違いない｡利用者は如何なる情報を求めて
いるのか､校閲での文書管理･保存活動に必要となる情報とは何か､それは如
何なる形で集約化され､提示されることが好ましいのか､検討が必要といえる｡
今日､こうした作業にコンピュータが不可欠となることは､大方のもIのが
知っている｡しかし､文書館など史料保存利用機関におけるコンピュータ利用
の方向性は見えない1)｡図書館界などでは､業務上不可欠のツールとなってい
るが､当方側での利用はかなり個別的･非効率的である｡今後は､個人的な取
り組みの段階を脱し､各機関が業務 ･サービス活動を支援する基本ツールとし 四
てコンピュータを位置づけ､関係校閲における相互利用はもちろんのこと､広 四
く情報を公開するための環境整備に努めることが必要である｡
ここでは､上記の環境を整える上で基本となる史料整理でのコンピュータ利
用について､一つの試みを紹介しようとするものである2)｡全体を2車構成と
し､第Ⅰ章 ｢史料整理からみたコンピュータ利用の可能性｣では､(1)文古館
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四
など史料保存利用校閲における電算システムの柱､(2)史料情報公開システム
の構造､(3)史料整理と史料群データベースの構築について述べる｡第Ⅱ車
｢史料整理 ･管理のためのデータベース｣では､(1)史料整理とデータベース
作成の過程､(2)前提条件とデータベースの可能性について検討する｡
はじめに･第Ⅰ章は大友一雄､第Ⅱ章 ･むすびにかえては五島敏芳の責任執
筆であり､大友は史料館での史料整理の実務を踏まえ､その方法･目的などを
整理し､コンピュータ利用の可能性について､少々問題を膨らませて考えをま
とめた｡五島は史料館にRA(リサーチ ･アシスタント)として所属し､史料
整理でのコンピュータ利用の可能性を研究課題としてきたが､今回､その成果
を大友の史料整理作業へ提供された｡本稿で取り上げた史料整理支援のシステ
ムとは､五島によって開発されたものである｡第Ⅱ章は五島が大友にシステム
を捉供するなかで､具体的に取り組んだデータ加工､コンピュータ利用に関す
る試みであり､史料整理におけるコンピュータ利用の標準化が提案されたもの
と受け止めることができる｡
今回このような報告をまとめることになったのは､ひとえに､この件に関す
る五島の精力的な取り組みによる｡五島の存在無くして成稿されるはずがない
論稿である｡本稿が文書館などの史料情報の資源化において幾ばくかの役割を
果たすことができれば幸いである｡
Ⅰ 史料整理からみたコンピュータ利用の可能性
(1)文書館における電算システムの柱
文書蝕など史料保存利用機関における情報化とはどうあるべきか｡これまで
本格的な議論がなされてきたとはいえない｡談論の場の設定も不十分であった
思われる.ただし､今日の情報化､屯子化の流れの中で､各史料保存利用機関
が全く無関心であったということではなかろう｡各棟関では様々な試みがなさ
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れてきたように思われる｡また､この間題では個人的な試みが少なくないこと
も大きな特徴である｡機関がコンピュータを導入する以前に､職員が自己の械
器を職場に持ち込むといった光景もよく日にしたところである｡問題は検閲･
個人の多くの試みを共有化するような議論の場と､OA化 (オフィス･オート
メーション化､業務自動化)の方向性が組織的に確認されて来なかった点にあ
る｡
しかし､近年ではネットワーク化の進展､利用環境の大幅な改善などにより､
コンピュータ利用は､新たな段階に突入した感がある｡よって取り敢えずは､
新しい環境の中での各館での活動に別した報告を積み重ね､同時に大枠での
OA化の方向性が確認されることが必要と思われる｡こうした状況にも鑑み､
まず､文書館など史料保存利用機関におけるOA化のあり方について思うとこ
ろを記してみたい｡
なお､ここでの議論は､江戸時代の古文書の整理に従事する中で考えたもの
であり､自治体などの原課から引き継がれる公文書の存在を組み込んで議論を
展開するものではない｡したがって､文書館のOA化の問題をすべてカバーす
るものではないことを予めお断りしたい｡
さて､それでは古文書を取り扱う上で文書館には､いかなる電算システムが
必要であろうか｡四つ程の柱を考えてみた｡すなわち､
(む史料整理支援システム
②史料情報公開システム
③史料管理システム
(彰研究支援システム
である｡それぞれのシステムについて簡単に確認するならば､(丑は史料の整理
作業を支援するものである｡従来､整理作業は冊子体の目録刊行を目的とする
ことが一般であったが､ここでは日録刊行と同時にデータベースの構築を考え
たい｡目録刊行はデータベースの利用によって得られる重要な成果であるが､
期待される機能の内の一つに過ぎない｡ここでの史料整理支援システムとは､
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史料整理の支援はもちろんのこと､後の利用 丁業務展開をも念頭にデータベー
スの構築を支援することにある｡支援システムが上手く機能するかどうかで､
②の史料情報公開システム､③の史料管理システムの良し恋しも決定する｡ま
た､(むを経て出来上がるものが(至X卦ということもできる｡完成後も基本データ
は共有されたものとなる｡
②は､史料情報の公開･利用のためのシステムであり､史料保存利用検閲に
とって利用者との窓口となる｡使い勝手の良さなど､インターフェイスも間退
となる｡機関内ではもちろんのこと､機関外からアクセスできるシステムが求
められる｡もちろん､使い勝手は､操作性やアクセスの便にとどまるものでは
ない｡より重要なことは､情報の質･内容と提示方法である｡これについては
後に少し詳しく述べたい｡
③は､機関内での史料管理システムであり､機関外への公開を前碇とするも
のではない.劣化状況､補修情報､利用情報､受入情報などを先約化して､史
料の管理保存に役立てることを目的とする｡データの持ち方は､②の ｢史料情
報公開システム｣と関連づけ､史料群単位､史料一点単位などのレベルで情報
を管理することが必要となる｡技術的にはeXS)を丁つのシステムとして､構築
することも可能である.しかし､(宣Xi)の目的は､それぞれ固有なものであるた
め､ここではその違いを明瞭化すべく異なる二つのシステムとして示してみた｡
④は､それぞれの機関が様々な業務や研究を進める上で不可欠となる情報を
電子化するものである｡地名･歴史人名･研究文献情報 ･自治体史刊行情報な
ど様々なものが考えられる｡蓄積された情報は､機関外への提供も考えたい｡
四 外部からのアクセスが保障されることが必要となる｡
= 以上､四つの柱と､各柱の大まかな目的とあり方を確認してみた｡それぞれ
について､そのシステム構造をも含めた提案が必要となろうが､この点につい
ては節を改め検討したい｡
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図.1-1 史料情報公開システムの構造
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い｡基本的には大きなピラミッド型の構造をイメージした｡さまざまな情報を
並列的に示すのではなく､相互の関係に留意して構造的に示したものである｡
もちろんその操作性においては､情報を求めて関連する箇所を自由に行き来で
きることが必要であり､インターネットにおけるネットサーフィンのような操
作性を考えたい｡ただし､右も左もない気ままな移動ではなく､利用者が自分
のいる場所を自覚できることが必要である｡その基本構造は､全体としてはピ
ラミッド的な階層構造をなし､同じレベルでは､横断的な移動 ･検索を可能と
するものとしたい｡
それをここでは､(縦断的な構造)と (横断的な構造)というように､便宜
上二つに分けて示してみた｡
【史料情報公開システムの基本構造】
(縦断的な構造)
第一段階 収蔵史料群名一覧
第二段階 史料群ごとの組織情報 ･内容情報に関する概要表示
第三段階 史料群ごとの史料一点単位での情報表示
第四段階 史料群ごとの画像の表示
第五段階 史料群ごとのテキスト表示
(横断的な構造)
第一段階 収蔵史料群名一覧
節二段階 横断的な組綴情報 ･内容情報に関する検索
第三段階 史料群を越えた横断的な史料一点単位での検索
第四段階 史料群を越えた横断的な画像データの検索
約五段階 史料群を越えた横断的なテキストデータの表示 (検索)
(縦断的な構造)は､5段階の階層的な構造をとる｡史料群の発生母体であ
る組織体の存在に最大の注意を払い､組純体情報､史料群峰位 ･史料一点単位
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での内容情報の検索を保証する点に最大の特徴がある｡また､ここでは近年の ■
文書群の内的構造を踏まえた目録作成論を前提としていることを予め断ってお
きたい3)｡
第一段階は史料群単位の名称を示し､史料群が発生した地域､発生母体名を
確認できるものとする｡名称付与の基準が問題となるが､例えば､国立史料飴
では近世文書の場合､｢尾張国海西郡森津新田武田家文書｣というように､地
域と発生母体を史料群名に織り込んで名称を付与する｡これにより利用者は､
史料群の発生地と発生母体という基本的な情報を確認できる｡これが第一段階
である｡
第二段階は､その史料群を発生 ･管理した組織体の歴史･組織構造､および
組綴構造を踏まえた文書の管理伝来､内容などの情報を概括的に提供するもの
???????
??
?
?
? ?
??
??
である4)｡利用者が､これらを確認した上で､具体的な史料を探すのであれば､
第三段階へ移動することになる｡第三段階は史料群中での史料一点単位の検索
を可能とするものである｡第二段階から第三投階への移動は､前述のように
ネットサーフィンをイメージしたい｡第一段階から二段階､三段階へと進むこ
とも､逆に三段階から二段階へと進むことも可能でなくてはならない｡言い換
えれば､利用者が史料一点単位レベルの検索から入り､検索史料の伝来や組織
について確認することも保証したい｡こうした上下への移動が可能となって､
史料の価値判断も適切なものとなるわけである｡
第四段階の画像提供は､文書館など史料保存利用機関にとって必ずしも不可
欠なものとは考えていないが､インターネットでの画像表示が一般化しつつあ
る現在､その実施は十分に可能性があるoなお､ここでの利用環境も史料群を 冒
単位に構築することが必要である｡情報提供のあり方としては､①史料群中の 八
すべての文書を画像化して公開する方法､(参史料群内のいくつかをサンプル的
に提供する方法が考えられるが､①の場合は､予算 ･時間･器械構成などの問
題をクリアーしなければならない｡②の場合は､分厚い帳沖類などでは表紙 ･
書き出し･奥付などの抄出に止める｡また､同名の史料が毎年見られるような
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場合は､その内の数点を示すことが考えられる｡この場合､利用者は大まかな
イメージを有するに過ぎないが､機関外からの利用が保証されれば､そのメ
リットはかなり大きなものとなる｡調査計画などを立てる場合にも役立つはず
である｡また､提供側でも､出納･保存などの面で有益であるに違いない｡大
型絵図などではなおさらである｡
第五段階のテキストの提供とは､史料を解説して文字情報を提供しようとす
るものである｡これも必ずしも不可欠な情報とは考えていないが､実施の可能
性を探ることは重要である｡たとえば､史料保存利用機関が史料集を刊行して
いる場合は､テキスト情報の提供は極めて容易である｡史料集刊行時のデータ
を転用して､史料一点単位レベルの情報のもとに付属させればよいわけである｡
なお､テキストデータベース化も考えられるが､当面は､テキストの提供に限
定しても良かろう｡
以上､(縦断的な構造)に注意した場合の史料情報公開システムの全体的な
イメージと､各段階のシステム､データについてのイメージを述べてみた｡こ
うした文書群単位に配慮したシステム構造は､文書館の公開システムを考える
上でもっとも基本的なあり方といえる｡
しかし､こうした (縦断的な構造)にもとづく公開システムをもって､利用
者への対応を十分とすることはできない｡利用者の要望に答えるには､史料群
を越えた横断的な､内容面に関わる検索の充実化も計らねばならない｡記録史
料を対象とした主題検索が近年米国などでも具体化されつつあることは､岸田
和明氏が報告され､その方法論についても捉案を行なっている5)｡安藤正人氏
四 は ｢記録史料群の構造的認識に究することを史料目録の並要な役割と考えて基○
七 本目録というものを構想した立場からいえば､基本日録と全く無関係に主超や
年代から直接個々の史料を検索できる道を設けるということは､明らかな自己
矛盾であり､とるべき方法ではない｣と一見否定的である6)が､これはあくま
で ｢基本日録と全く無関係に｣主超や年代が検索されるような状況を否定する
ものである｡すなわち､同氏は近普 r記録史料学と現代｣第1章 ｢記録史料学
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の課題｣7)のなかで､段階的整理と日録システムについて触れ､｢多角的検索目
録｣では､｢年代 ･主題などからの多角的検索手段の提供｣を掲げ､それを総
合的な日録システムのなかに位置づける｡また､基本目録との関係についても､
基本日録に主題索引や年代索引を付す方法を提案し､その利用においては､索
引から本文へ入り､租税などに関する記事を確認することの重要性を指摘する8)0
印刷された基本H録では､たしかに以上のような手段が考えられようが､利
用者が必要とする多くの事項を､索引に示すことは不可能である｡結果的には
かなり限定されたものにならざるをえない｡しかし､データベースを構築しよ
うとする立場からすると､この実現はさほど難しいものではない｡また､安藤
は索引の利用の方法として､主題索引などから抽出した史料の､発生母体を確
認することの必要性を指摘したが､この実現も可能である'O問題とすべきは､
?
?
?
??
??
??
?
?? ? ?????
索引の性格である｡安藤は ｢年代 ･主題などからの多角的検索手段の提供｣と
いうように､多角的な検索手段では､年代 ･主題などを主要な検索事項とした
が､これはあくまで文書群の階層構造を跨まえた形での多角的な検索であるべ
きではないか｡それは､既述の文書群を単位とした検索においても同様である｡
もちろん､文書群の階層構造は文書群個々によって異なるため､階層構造にこ
だわっていたのでは充分な検索結果を得られないと､その限界を指摘する向き
もあるに違いない｡しかし､現在はこれが限界と考える｡それ以上のことを志
向するのであれば､用語利用の標準化を計らねばならない｡それこそ文書群の
階層構造は文書群個々によって異なるため､その実現はたいへん杜しい｡文書
群への検索とは､そうした一定の限界を有していることを前提とすべきではな
かろうか0 3
したがって､ここでの (横断的な構造)にもとづく検索システムとは､主題 六
検索などを全面的に実現しようとするものではない｡また､このシステムは､
文書群を越えて文書個々を検索するにとどまるものではなく､先に示した縦断
的な構造における各段階において､横断的な抽出･並べ換えを実現しようとす
るものである｡それは､階層構造を念頭においた､縦断的なシステムのサブシ
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ステムというべきものである｡
ついては､先に図示した く横断的な構造)の各段階について考えを示したい｡
第一段階では､利用者が収蔵史料群名称から､史料群の発生地と発生母体と
いう基本的な情報を検索できるものとする｡
第二段階の狙いは､史料群内容 ･発生母体の概要情報への検索であるo羊こ
での具体的な概要情報とは､史料館が刊行した r史料館収蔵史料稔覧｣の情報
をイメージした｡すなわち､同番は文書群単位に ｢文書群名､記号､出所､地
名､伝来､年代､旧支配､役職など､出所の歴史､文書群の構造と内容､形態､
史料の状態､数量､書架延長､閲覧条件､検索手段､原蔵箇所での名称､関連
史料､出版情報｣などの項目を設け､それぞれについて記入したものであり､
そもそもデータベース化を意識したものである｡第二段階は､これらの項目に
ついて横断的な検索を実現するが､同時に関連史料が外部に存在する場合は､
この段階からインターネットなどを通じて外部機関へと展開することが望まれ
る｡もちろん､先方がホームページを公開していることが前提となるわけであ
るが｡
第三段階における横断的な検索とは､機関収蔵のすべての史料群を対象とし
て､史料一点単位での横断検索を実現するものである.たとえば､塵長期の検
地について調べようとする場合､慶長検地帳の所在を機関収蔵史料のすべてや
対象に検索する行為を保障するシステムである.こうした史料一点単位での検
索は､研究の初期的な段階において､もっとも一般的な検索方法であるかもし
れない｡そして､もし､利用者が検索した史料の発生母体を確認する必要が生
四 じれば､縦断的なシステムで述べたように､必要に応じて組級などに関する記○
五 速を確認すればよいわけである｡説明上､縦横という二つのシステムが存在す
るように述べているが､実際の利用においては､縦も横も無く､自由に行き来
できるシステムであることが望まれる｡
第四段階における画像の械断的な検索環境とは､史料群単位の画像検索では
なく､史料群を超えたすべての画像史料に対する検索である｡一定の基畔で画
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像データを構築することにより､-づの画像データベースであるかのように機
能させることができよう｡なお､画像を検索するには､検索のキーワードが
必要となる｡この付与については､基準に関する検討が必要である｡
第五段階におけるテキスト情報の横断的な検索システムの作成は､これを全
文テキストデータベースとするとき相当多くの時間が必要となる｡当面は､テ
キスト情報そのものの提供に限定し､データベース化の方法については､別途
検討することにしたい｡
以上､史料整理の支援システムについて述べる前碇として ｢史料情報公開シ
ステム｣の基本構造について触れてみたO具体的なプログラムレベルの話でも､
システム設計に関する話でもない｡しかし､こうしたラフな議論さえ出来てい
ないのが､文書館など史料保存利用伐開の状況ではないか｡議論のための出発
点になることを考えて､門外漢ではあるが､あえて考えを述べた次第である｡
???????
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?
?
? ?
???
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(3)史料整理と史料データベースの構築
前節では､文書館など史料保存利用機関における4つの基本システムの内の
1つ ｢史料情報公開システム｣の構造について､史料整理の支授システムに関
する検討を行なう前提としての意味を込めて触れておいた｡
ここでは､史料整理時のコンピュータ利用について述べたい｡史料整理の目
的は､前述のごとく従来の日録作成 (刊行)ではなく､史料群データベースの
構築とする｡日録作成はデータベース運用の一つの可能性として位置づけたい｡
史料群データベースの構築は､文書館など史料保存利用機関の活動を､過去の
マニュアル的な世界から解放し､情報化が進む今日の社会の中で然るべき環境 胃
を獲得しようとする場合､もっとも基本となる作業である｡よって､ここでは 四
実際に行った史料整理時のコンピュータ利用について､誰もが利用しやすい環
境を整えるための一つの試みとして示したい｡
ここでの方法は､史料整理の作業をできるだけ段階的に捉え､各段階での支
援システムを開発し､それを仕事の流れの中で取りまとめ､ひとつの ｢史料丑
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理支援システム｣としてまとめ上げることを目指すものであった｡
本節では､いくつかの段階の連続として捉えた史料整理の､各段階の持つ意
義を解明することに努めたい｡また､各段階で提供できる情報とは何か､資源
化のためには何をなせばよいのか述べてみたい｡コンピュータ利用､システム
開発の取り組みに関しては第Ⅱ章で触れることになる｡
なお､文書の整理にコンピュータを利用することは､従来､史料館でも見ら
れたが､それは個人的な取り組みの域を出ず､日録刊行を目的とする利用で
あった｡結果として発生したデータは死蔵されることになる｡データベース
構築の目的を目録作成という､極めて狭い利用目的で捉え､機関などの活動の
中に､データベースを積極的に位置づけようとする視点を欠いているためであ
る｡こうした状況を克服するには､個人的な努力では限界がある｡史料保存利
用機関内における史料整理活動そのものの捉え直しが必要である｡つまり､目
録刊行と同時にデータベースを構築するという機関としての合意が必要であり､
また､データベースを維持するための体制が保障されねばならないのである｡
やや長い前置きとなったが､作業対象とした史料群は尾張国海西郡森津新田
に居住した武田家に伝来したものである｡内容的には庄屋 ･戸長 ･地主経営な
どに関するものが大半である｡
さて､本文審群の整理において､作業を次のような4つの段階として捉えた｡
①仮日録情報の入力､②史料原本による①データの修正 ･追加､③分類･編成､
④印刷用データの生成である｡これらの作業プロセスは､前述のごとくそれぞ
れ固有の悪衣を有する諸段階として捉えることが可能である｡以下､①から④
胃 までの作業を､そうした段階として捉え､各段階の持つ意味について示してお
三 きたい9)｡
(Dでは､昭和24(1949)年､武田家文啓が当館へ譲渡された折に作成された
簡略な受入台帳 (仮日録 ･集計用紙を利用.データ数500件余)を業者発注し
て入力した｡作業として捉えるならば､以上に尽きるのであるが､仮目録の性
格を検討し､データの価値を論じることが必要である｡
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まず､仮日録の記述方法に注目するならば､｢御年貢船積帳 天保十年 一明
治五年 二二冊｣というように同内容のものを取り集め､それを一件とする簡
略なものであり､作成 ･差出人､受取人なども記されぬものが多い｡また､22
冊それぞれの具体的な発生年次も不明であり､そのデータを完全なものとする
ことはできない｡このため仮目録についての評価は､従来､館員の中でも厳し
いものがあった｡記述が粗く､役に立たないものと理解されてきたのである｡
実際､カードを利用した史料整理作業などでも､この仮日録が参照されること
はほとんどなかった｡
仮目録は､館員が史料の購入などに際し､購入金を会計係に要求するために､
その都合上､急速作成したものが多く､作成当初よりこれを検索手段のための
日録として提供することを危倶する向きもあった｡ただし､なかには､無年号
?
????????
? ?
?
?
????
の史料に推定年代を付与し､その根拠を示すような､かなり綿密な記述が見ら
れるものもある.精粗入り混じった目緑群であったといえる.
しかし､仮日録を完成度の観点からのみ批判することは間違いである｡仮日
録は昭和20年代から30年代に作成されたが､そこには様々な情報が詰まって
いる｡なかでも重要なのは文書の現状に関する情報である｡つまり､仮目録の
記述は現在の収蔵庫における文書配列と対応しているわけであり､全容を示す
唯一の記録である｡その記述は不十分なものではあるが､｢現状記録簿｣とし
ての性格を有している｡もちろん､ここでは記述の評価が必要となる｡たとえ
ば､前述した ｢御年貢船積帳 天保十年一明治五年 二二冊｣などという場合､
22冊というまとまりが､どの段階で発生したものと捉えればよいのであろうか｡
旧所蔵者によるものか､史料館が購入後に処置したものか､解決できないもの Pgo
も多いことと思う｡しかし､少なくとも､史料館において昭和20年代頃から､二
一つのまとまりとして存在したという情報を伝えるものは､この仮日録以外に
は存在しないのである｡
また､袋や包紙などによるまとまりの場合は､本来の所蔵者のもとでの保管
状況が残されていることが多い｡その場合､仮日録は旧所蔵者のもとでの情報
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の一端を残していることになる｡
仮日録の情報は､史料の物理的な管理面ではもちろんのこと､史料群が有す
る情報の維持 ･管理という面でも有益であることになる｡これらが本格的な整
理活動の上での基本情報となることも間違いない10)0
また､この仮目録は､史料管理学史といった観点から捉えても興味探い｡す
なわち､仮目録は､それが作成された時代の史料整理方法や､目録記述に関す
る情報のかたまりと捉えることが可能である｡様々な記述スタイルの仮目録が
見られる｡これは日本における目録記述の変遷史､または確立過程の検討を行
なう際にも重要なものとなる.昭和20年代から30年代の史料カードを大盤に
残している機関も多くはなかろう｡仮目録の多くは､史料の受け入れ作業の中
で漸定的に作成されたものにすぎないが､先学の試行錯誤と成果をそこに読み
取れるのである｡
また､実際の作業では､仮E]録のデータ入力により､先の職員の仮目録作成
作業の上に仕邸を税み重ね､目録の作成が可能となる｡さらに､仮日録が購入
台帳 ･受入台帳という性格のものであることを忘れてはならない｡この点にお
いても仮日録の保存 ･管理は厳重に行なうべきである｡また､上記などの価値
が了解され､その活用が一層検討されるべきである.
仮日録記述の冠子化とは､以上のような情報を円滑に利用できるよう環境を
整える､その節一歩といえる｡もちろん､史料館における仮目録の存在は､史
料館独自のものであり､普遍化しにくいとの感もあろう｡しかし､情報の;Zi源
化とは､価値の発見を前提とするものであり､いかなる対象物であっても基本
琶 的には同じである0本日録作成以前に仮目録を有し､閲覧に供している機関は
~ 少なくないはずである.仮日録の性格は様々であろうが､その性格をよく見極
め価値を兄いだすことが必要である｡もちろん､当面の価値としては､データ
ベースの構築､そして本日録作成のための､基礎データとすることが考えられ
る｡データ入力の外注は､予節約にも､時剛的にも有効な手段である｡データ
入力の狙いも､そもそもはここにあったわけである｡
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②は業者入力したデータを実際に古文書を確認しながら修正 ･追加する段階
である｡作業として捉えれば､修正 ･追加に過ぎないが､ここでの処理に固有
の意義を兄いだすことは容易であろう｡すなわち､修正 ･追加の作業は､仮日
録の記述順に行なうことになるが､これは史料館の場合､収蔵庫における史料
の配架順に従って作業を進めることを意味するOつまり､(勤での作業は史料の
配架順日録の構築を意味するものといえる｡この配架噸目録構築の場で収集す
べき情報は､史料の物理的な配架順 ･状態､数量､形態､袋入り･包みなどの
まとまりに関する情報に止まらず､内容 (年代 ･差出･受取など)など､通常
の史料整理で収集するすべての情報が対象となる｡つまり､｢配架順日録｣と
は､配列の現状､まとまり情報などに最大の注意を払い､内容データを史料の
配架順に押さえた目録やある｡概要目録ではなく､史料一点単位に内容を記述
???????
??
?
?? ? ?????
した目録である｡
ここで配架順に蓄積された史料情報は､文書館活動において不可欠な目録の
一つとして出力することが必要である｡史料群の階層構造分析を踏まえた日録
(情報)が史料理解 ･利用の場で不可欠となることはいうまでもないが､同時
に上述のような配架順日録が存在して､利用のみではない保存も考えた史料管
理が可能となるわけである｡史料保存利用機関などでは､双方の目録が揃って
はじめて円滑な機関活動が保障されるのである｡なお､ここでは十分に展開で
きないが､この配架順日録のデータが､史料管理システムを構築する際の基本
データとなることを指摘しておきたい｡
しかし､従来､厳密な意味での配架順目録は､史料館にも存在しなかった｡
あえて言うならば､それは過渡的に出現したといえるoその出現の場は二度七 日
あり､カードを利用した目録刊行作業中と､刊行後の史料の本格装備において ○
であった｡
すなわち､カードを利用した史料整理の場合､新規に作成ざれたカードは配
架順に並べられる｡この状態での出現が一皮である｡カードが配架順に並べら
れるのは､史料の整理が､配架順に行われたからであり､史料への整理番号の
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付与も配架順に行われる｡史料の配架順とカードの並び順が一緒ということで
ある_｡番号抜けの確認も､カード･史料が同じ順で並んでいれば容易である｡
しかし､カードはいつまでも史料の配架順というわけではない｡史料群の階
層構造を分析するために､並べ換えが行われ､その分析に基づき､個々の史料
は理論的な位IBを得ることになる.史料そのものの配架順は変更しないため､
この段になると､史料の配架順と､カードの順番は当然のことながら一致しな
い｡並べ換えられたカードは､その順にしたがい記述事項が日録用紙に転写さ
れ､印刷に付されるわけである｡
そして､その日録が納品されるころ､カードはもう一皮利用され､再び史料
配架順に並び換えられる｡ここで再び配架順の目録が出現する｡理由は､史料
の本格的な装備を進めるに際して､カードに記された史料整理時の現状に関す
る情報を参考にするためである｡これは装備や史料の管理に配架順日録が不可
欠であることを物語っている｡
以上のように､史料館の場合､配架順日録は､作業のなかで二度ほど出現す
るが､その出現は偶然のものではない｡作業上不可欠な存在であり､装備など
では､カードはその都度並べ換えられながら利用されるのである｡しかし､本
格的な装備が終わるとカードは沓雄の片隅に追いやられる｡これは情報がカー
ドに示されるというその使い勝手の悪さに最大の理由がある.情報を伝える妹
体のあり方に利用が規定されているのである｡情報が電子化され､印刷を希望
の形で行なえるのであれば､もっと便利に利用されてきたはずである.配架順
日録は史料の管理 ･保存 ･修投などでは不可欠なものであり､常に史料の身近
にあって､史料管理に利用されねばならないのである｡
また､近年､史料館では館蔵史料のマイクロ化事業を進めているが､このマ
イクロ捉矧 ま配架胴に行なう.そのため配架朋のマイクロ撮影日録が必要とな
るが､これも配架峨目録があれば容易に作成できる｡
また､外部へのサービスの面でも配架順目録は有益なものとなる｡たとえば､
自治体史の編纂などでは､関係する史料群をすべて撮影することが見られる｡
- 52-
このような-史料群すべてを撮影する場合､史料館では史料管理 ･出納の問題
から配架順での撮影を求めてきた｡撮影リストの提出も配架順でお願いしてき
た｡先方にとっても撮影した写真の管理上､撮影順リスト (史料館にすれば配
架順リスト)の作成は不可欠と考えちれるが､史料館側が配架順日録を撮影希
望者に提供できれば､撮影願いの申請も､また､撮影したマイクロフィルム･
紙焼きの管理も容易であったに違いない｡配架順目録は館業務の円滑化､対外
サービスの面からも不可欠な存在なのであるムそして､これらは史料群データ
ベースが構築されてはじめて実現可能となるわけである｡
(参の作業では､こうした固有の利用目的を実現させることを自覚して配架順
情報の集約化に努めることが必要となる｡また､この配架順情報が ｢史料管理
システム｣構築のための､基本データとなることも再度確認して置きたい｡
(勤は史料整理の流れに従えば､作成した配架順目録を､組織構造を踏まえて
史料群の階層構造を反映した目録に編成し直す作業といえる｡データベース上
での作業としては､階層構造の分析を通じて確認できた位置にデータを並び換
えることである｡配架順にも､階層構造順にも並び換えられることが必要であ
る｡史料群の階層構造分析に基づく日録の作成 (データの並べ換え)には､史
料を発生させた組級体の確認､各組織体のもとで発生した記録類の特定作業が
必要になる｡一つの史料群には､複数の史料群発生母体 (組綴体)を確認する
ことが一般である｡尾張国海西部森津新田武田家では､庄屋 ･戸長 ･輪中総
代 ･地主などの活動によって､複数のまとまりからなる史料群が伝来してきて
いる｡これらを一緒にして､土地､貢租というような内容で分類することも見
られてきたが､近年の史料日録論を踏まえれば､発生させた組織 ･役職ごとに､
データを寄せ集め､編成していくことが基本といえる｡
しかし､配架順という原則で並んでいるデータを､まったく別な基準で並べ
換える作業は､労力的にも､また､新しい基準を見出すという知的面でも努力
を要することである｡しかし､これによってはじめて史料の価値が見えるので
あり､この目録の作成は不可欠である｡なお､並べ換えのための情報は､史料
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内容を確認する②の配架順日録作成の際に､できるだけ必要なデータを押さえ
ることが肝要である｡これはカードを利用する場合も同様であり､この作業を
怠ると史料の内容点検が再度必要となる｡
並べ換えの作業は､同種の史料を検索によって取り出し､それを年代順など
に並べることになるが､カードを利用した場合と異なるのは､階層中における
特定の位掛 こ個々の史料を固定化するための処置が必要となることである｡こ
こではデータベース上に新規項目を設定し､次のような記述を各史料ごとに与
えてみた｡すなわち､｢森津新田/庄屋/年貢/年貢割付状｣などという文言
をできるだけ一括処理で与えたわけである｡右は､森津新田の庄屋文書で年貢
関係の内の年京割付状であることを示している｡もちろん､年貢割付状などは
複数見られるため､割付状の中での順番が問題となる.その場合は､年代順で
並べ換えを実行し､その位置を固定化することが必要である｡固定化には｢1
森津新田/1庄屋/3年貢/6年頁割付状｣などと､数値を付与し､同一内容の
ものの中での位置を確定した｡
文書群の階層構造中の各文書の位置は､文字と数値を併用して固定化したと
いうことであるが､ここでの処掛ま階層中における位置の特定に止まらぬ悪玉
を有している｡すなわち､新規に付与した文言は､検索のためのキーワードと
しての役割も果たしているのである｡ここでの用語表記は標準化されているた
め､史料の表題欄での検索では､ヒットしないものも､この項目を併用するこ
とでヒットさせることができる｡すなわち､用語表記の標準化により､実質的
にはシソーラスを構築したかのような効果が見られるのであるOなお､この項
目では必要に応じてさらに文言を付与することも可能である｡多角的な検索と
七 は､この項目と衣題∵年代 ･差出･宛名･形態など､データベースの他の項目
を併用することで実現する方法が模索されてもよいのではなかろうか｡
さらに､この点と開通するが､史料一点ごとに組級構造を踏まえた階層構造
中の位位が表示されることの意義が正当に評価されるべきである｡この記述が
ここで構築しようとするデータベースの韮本的な性格を規定していると見て問
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違いない｡文昏群の階層構造を､データベースの構造に反映させる方法などが､
従来困難祝されていたが､史料一点ごとに､その階層が示されるため､上位情
報を確認しようと思えば ｢史料情報公開システム｣のなかで述べたように､
(縦断的な構造)の第二段階へと進み関係する情報を探すことが容易になるの
である｡文書館など史料保存利用機関における史料群データベースでは､史料
一点ごとに階層中における位置に関する情報を付与することが不可欠であり､
これを落としては成立しないことを強調して置きたい｡
情報処理力の面から見ても､この新規項目が付与されてはじめて､データ
ベースらしい検索が実現することは先に述べた通りである｡この項目だけで検
索が十分に適うということではないが､表題 ･年代 ･差出･宛名 ･形態などの
項目と合わせて検索することにより､かなりの検索が可能となることは間違い
ない｡
以上､③は階層構造中における個々の史料の位置を特定する段階といえるが､
その作業は同時にデ⊥タベースをデータベースらしく仕上げる作業としての意
味を有している｡繰り返しになるが､文書館などにおけるデータベースの構築
には､組織構造の分析の上に､史料個々の階層中における位置を確定し､その
情報を史料一点ごとに記述する作業が不可欠であるOその作業が(勤であり､あ
るべきデータベースの姿が模索される段階ということもできよう｡
④は､印刷データの生成である｡｢武田家文書目録｣の刊行においては､目
録印刷業者へデータをフロッピーディスクで渡した｡狙いはスムーズな納品､
印刷経費の削減､割付作業の省力化などを果たすことである｡このため､手渡
しデータの構造については､業者との間で事前確認し､先方の希望の形でテキ
?
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?
?? ? ?????
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ストデータを生成した｡そのために簡単なシステム開発も実施した｡業者には､ハ
組み見本とテキストデータを渡し､割付作業などは省力化できるように配慮し
た｡
これは､データベースが生成されれば容易なことである｡いろいろなフォー
ムで画面上にデータを表示できるわけであるが､同様に様々なデータの形でイ
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ンポートも可能である｡仕事を支援できるいくつかの印刷形式と､テキスト化
↑の形式を準備しておけば良い｡
考えられる印刷形式には､配架順日録､階層構造順日録 (印刷日録順)､史
料管理修覆記録台帳などがある｡データのテキスト化のための形式では､印刷
所用､インターネット用､他のデータベースへの移行用などが考えられる｡い
くつかの形式が用意されていれば､十分に対応できるわけである｡印刷データ
の生成の問題から逸脱したが､問題は同じであるO-定の形式が整えられれば､
必要に応じてボタンをクリックすればよいわけである｡
以上､史料整理作業を複数の段階にわけて､各段階での作業内容 ･目的など
について言及してきた｡ことに､近年進展が見られる概要調査や現状記録への
試みなどを念頭に置き､文書館など史料保存利用機関での史料群単位でのデー
タベース構築には､史料群の階層構造情報が不可欠のものとなること､そのた
めの項目設定がよりよい検索を実現することなどを指摘した｡また､こうした
データベースが構築されれば､印刷データの生成などは､極論すれば､ボタン
一つで済むことも指摘しておいた｡
今後､データベースに､劣化状況 ･補修記録などの項目を新規に付与すれば､
史料一点単位での文沓管理データベースとして利用することも可能であり､補
修計画などを立てることも容易となる｡こうした利用の展開を､ここで触れる
余裕はないが､文番付など史料保存利用機関におけるOA化とは､こうした史料
群データベースの構築に始まることは間違いないOよって､構築のための理念､
方法等に関してはさらに様々な考えが捉示されることが必要である｡もちろん､
五 コンピュータや通信技術の革新による進展も考えられるが､データが朽ちるこ
とはない｡文沓錨など史料保存利用校閲のOA化を共剣に考える段階に来ている
ことは間違いなかろう｡しかも､それは個人的な取り組みの域を脱し､槻問と
して取り組まねばならない段階にある｡まずは､史料整理の目的を ｢日録刊行
からデータベースの構築-｣と転換することが不可欠なのではなかろうか｡
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註1)田中康雄 ｢文書館における近世文書の日録作成をめぐって (上)｣(r双文J節3号､
1986年)､同 ｢文書館における近世文事の目緑作成をめぐって (下)｣(r双文J第7
号､1990年)､長沢 洋 ｢コンピュータ利用の可能性｣(｢広島県立文書館紀要J第
2号､1990年)､同 ｢広島県立文書館におけるコンピュータ利用とその問題｣(r広
島県立文古館紀要]第3号､1994年)､平瀬直樹 ｢データベースと文書館業務｣
(r山口県立文書館紀要｣第19号､1992年)､同 ｢文書館におけるコンピュータ利用｣
(r山口県立文書館紀要]第20号､1993年)､河野敬一 ｢ヨーロッパ各国文書館にお
けるデータベース化の現状｣(国立公文書館 r北の丸｣第27号､1995年)などがあ
る.また､近年の成果としたは埼玉県地域史料保存活用連絡協議会柘 r地域史科の
検索と活用｣(1998年)がある｡早い投階での成果もあるが､データベース構築に
おける基本姿勢や問題は､今日においても同様である｡しかし､システムそのもの
???????
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?
???????
の進展により可能性の広がりに大きな変化が見られる｡新しいシステム環境のもと
で､新しい利用環境が提案されねばならない段階にあるといえる｡
2)ここでの試みとは､r史料館所蔵史料日録 ･第66免J(国文学研究資料館史料館､
1998年)｢尾張国海西郡森津新田武田家文書日録｣の刊行に向けて取り親みを指す｡
3)近年の目録論に関しては､安藤正人著 r記録史科学と現代J(吉川弘文飾､1998年)
第4車 ｢記録史料の編成と目録記述｣を参照｡ただし､具体的なコンピュータ利用
に関しては､ビジョンの提示がやや暖味である｡
4)ここで提供しようとする組織体の歴史･組織構造､それを踏まえた史料群の伝来､
内容､点数などに関する情報提供は､従来日本においては必ずしもなされてきてい
ない｡現段階での具体的取り組み､その日的と意義については r史料館収蔵史料総
覧J(名著出版､1996年)を参照されたい｡本文での主張は､この仕事を背景とし
ている｡なお､ことに第二段階レベルでの文書群の内容､それを発生させた組織情
報をどのように提供するか､その標準化が国際レベルで検討されている｡具体的な 三
記述においでは､その動向に注意する必要がある｡この件に関しては､青山英幸解 畠
説 ･森本祥子翻訳 ｢国際標準記録史料記述 ･一般原則｣(r記録と史料]第6号､
1995年)､森本祥子 ｢国際標準記録史料記述 (一般原則)適用の試み｣(r史料館研
究紀要｣第28号､1997年)､安藤正人著 r記録史科学と現代J第4章 ｢記録史料の
編成とEl録記述｣などを参照されたい｡なお､この標準化が今後どのように展開す
るものか興味深いが､何れにしても､コンピュータで情報管理を行なう方向性が強
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まることは間違いない｡その段階では､文書館など史料保存利用機関での ｢史料情
報公開システム｣の構造､ならびに文書館のOA化が問題となる｡その対応は､諸
外国ではすでに始まっているO今後､･我が国でも新たな議論が始まることは間違い
ない｡
5)岸田和明 ｢記録/文番に対する主題検索の方法一文献検索理論からの接近-｣(rレ
コード･マネジメントJNQ34､1997年).
6)安藤正人著 r記録史科学と現代j第4串 ･記録史料の編成と日録記述､170頁｡
7)同上番31-32頁｡
8)同上沓170頁｡
9)ここでは､史料整理の段階を①仮日録flk報の入力､②古文杏による①データの修
正 ･追加､③分gi･編成､④印刷用デ,-タの生成という4段階で捉えたが､これは
あくまで史料整理時のコンピュータ利川の諸段階として示したものであり､史料の
整理 ･管理 ･情報の公開などのすべての段階を示したものではない｡史料蝕での保
存活動などにも留意して段階を示すならば､次のような段階が考えられる｡約1段
階未整理､第2段階仮整理､第3段階仮装備､第4段階配架噸日録の作成､第5段
階階層構造分析日録の作成､第6段階本格装備､第7段階データベースの作成､第
.8段階ネットワークシステムでの外部への公開｡それぞれの段階での作業の狙い､
資源化すべき内容などについて触れる余裕はないが､たとえば､約7･8段階で利
用する情報も､基本的には第4･5段階などで集積されるわけであり､データベー
スの基本的な形は第4･5段階でほほできあがる｡したがって､全体設計に関する
一定皮のビジョンがない限り､この流れのなかで仕事を実施することは不可能であ
る｡なお､ここでの段階とは､あくまでも一つの作業での手順であり､途中で留め
ておけるようなものとしては､韮本的に考えていない｡
10)本格的な整理 ･装備の後に､それ以前の史料群の状態を伝える情報源は､これも仮
日録に限られるわけである｡
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Ⅱ 史料整理 ･管理のためのデータベース
これまで､史料保存利用機関における史料情報提供サービスと業務効率化を
同時に実現する道具として電算械 (特にパーソナル コーンピュータ)利用が位
置付けられ､そのおよその利用のあり方 (の可能性)として､いくつかのシス
テムの構想が述べられた｡
以下､そのシステムのうち､特に史料整理 ･管理支援について､データベー
ス管理システムの形で実現しえた具体例を示す｡ただし､後述の通りパーソナ
ル コーンピュータと市販のデータベース管理ソフトウェアを利用しているため､
システムそのものは汎用性に欠けるだろう｡しかし､ここで述べられる考え方
は､関係者各人の手になる史料整理 ･管理支援システムの実現に多少なりとも
役立つはずである｡よって､まず､史料整理と日録作成の手順 ･過程をデータ
ベース作成 ･利用に即して説明する｡次いで､そのデータベース作成の際に必
要となる前提条件､データベース利用の方法や可能性､得られる業務効率化の
効果等を述べていきたい｡
(1)史料整理とデータベース作成の過程
既述の通り､史料整理の対象文書群は､尾張国海西都森津新田武田家文書で
ある｡当該文書群には､仮目録1)と呼ばれる配架順の簡易目録が存在する｡整
理は､仮目録の存在を前提して進められた｡
なお､前車 (3)の史料整理の諸段階は､データベース作成 ･利用の諸段階
の現実と､必ずしも一致しない｡そこで適宜対応を示すこととする｡
1.データ生成
ここでの作業内容は､今まで も目録取りもや もカード取りもと呼ばれてきた
もので､史料整理の一次的段階である (前章 (3)(∋)｡ここで典計用紙や情報
カードを使わず直接コンピュータへ情報を入力する｡入力には､ワードブロ
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セッサ (松 ver.01.03〔新松〕,㈱管理工学研究所,1988) ･エディタ (WZ
Editorver.1.01.VilageCenterJnc.1995) ･表計算 (Microsoft⑧Excel97.
MicrosoftCorp.,1997)などの市販ソフトウェアを利用した｡.
ただし､整理対象の文書群には既述の通り仮目録が存在するため､まず仮日
録の情報を､その構成要素毎に区切りコンピュータ可読データとして入力し
た :2)史料番号､文書名等､年代､形態､数量の各項目毎に半角カンマで区切
られたMS･DOSテキストファイル形式で業者へ人力を依頼した｡この原データ
に､作成､受取､備考などの情報を加え､一括文書の解体など詳細目録化の作
業を進めた :既刊 r史料館所蔵史料日録 ･第64粂Jの成果3)を意識し､史料番
号､枝番号､標題､作成､受取､成立関係備考､年代､西暦年､形態､致畳､
形態関係備考､全体備考の各項目を記述要素に設定して整理を行なっていった｡
しかし､複数人で作業したためか､項目数の多さによる記述 (データ入力)上
の混乱 (記述原則の不統一､英数字の全角 ･半角の不統一など)が生じた.そ
こで記述要素を､史料番号､枝番号､表題､作成､受取､年代､形態､数量､
備考の各項目に整理した｡例えば､枝番号は子番号以下の階層を持つ場合でも
それぞれ独立した項目とはせずハイフンでつなぎ､各備考 ･注記は備考一つに
統合し何の注記等かを明記して入力するようにし､西暦年は年代から自動生成
するため省略した｡
それでもデータ入力上の混乱は解決しなかった｡日録データ生成の際は､構
造的記述や拡張可能性を確保しつつも項目構成や記述ルールが単純 ･簡単であ
る必要がある､という反省を得た;目録データ生成は､整理メモなどの自由な
記述を許容しつつも規格化作業をともなうべきである0
2.データ加工とデータベース化
ここでの作業内容は､前項で生成された目録データの体故を整え､市艦の
データベース管理ソフトウェアで利用可能にすることである｡データベース管
理ソフトには､Microsoft⑧ Accessvcr.97.MicrosoftCorp.,1997(以下､
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Access97と略す)を採用した｡
2-1 データ加工
既掲エディタ等を使用して､日録データをデータベース管理ソフトへ入力
(インポート)可能な状態に規格化する｡作業の詳細としては､データ生成時
に不徹底だった英数字の全角 ･半角の不統一の訂正や､枝番号の項目統合､年
代記述の修正と詳細要素への分割4)などを行なった｡誤字訂正を含む､項目毎
のデータ位置のズレの訂正や､項目内のデータ記述の定型化は､一種の校正作
業ともいえる;これら目録データに対する加工作業は､データの構造化の整備
である｡
2-2 データベース化
まずデータベース管理ソフト (既掲Access97)によりデータベース-ファ
イルを作成し､規格化 ･構造化の加工が済んだ目録データ (既掲テキストファ
イル形式)をインポートする｡ここでAccess97において目録データを収める
基本的なデータベース オーブジェクトであるテーブルが作成される｡この日録
テーブルの項目 (フィールド)の型などを設定し､その他数倍コード作成用の
諸テーブル･クエリー5)･文字列操作用ユーザ定義関数などを用意してデータ
ベースを整備していく｡
実際には､作業の進展にともない諸データベース オーブジェクト6)を用意し
ていったが､日録データベース ｢武田家文書データベース｣7)は刊行目録の完成
後にはおよそ図.2-1のような構成となった｡テーブルやクエリーの構成 (フィー
???????
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???????
九
ルド設定)には非効率的で無用な要素を含むが､データベースの構成の過程を ○
示すために敢えて最適化をしていない8)｡
3.データベース操作
データベースを操作する段階は､刊行日録作成においては直接的段階であり､
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図.2-1 武田家文書データベース概要
??????????????? ??? ???
ー
分析作業をともなう点で史料整理の二次的段階である (前章 (3)②～④) ;
データベース操作は､具体的にはデータの並び替え･抽出･検索 ･出力などで
あり､これらの操作の結果､データが編集されることでもある｡ただし､本項
で示す各作業過程は､不可逆的で追い越し禁止の順序を持つ諸段階として進行
するものではなく､個々の作業内容により行きつ戻りつするような重層的で漸
進的な諸段階として進行する.それは､図.2-2のようなイメージとなえう.
この図のようにデータベース操作の現実は､前章の史料整理の作業段階ほど
境界を明確にしえない｡同じデータを何度も取り■上げ､それを少しづつ変更し
ていく作業の繰り返しは､史料整理の全過程の中での現在地の理解をも見失わ
せるかもしれない｡かかる作業の集積を､史料整理の作業段階として､ある段
階まで進行した､と把握できるようなデータベース上の技術は皆無ではない｡
図.2-2 データベース操作の諸段階
注).国中の丸番号は､前章 (3)の作業段
?
??????????????? ??? ???
毎回同じ無味乾燥な表が画面に現われ､その桝目に収まっているデータを編集
する､という環境ではなく､いま作業の主眼が何かを見失わせることのない環
境は､パーソナル コーンビュ｢タでも十分実現できるようになった｡今回使用
したAccess97は､そういった成熟を遂げたデータベース管理ソフトの一つで
あり､その中で登場する ｢クエリー｣と呼ばれるデータベース オーブジェクト
は､段階把握の環境を整えるだろう;クエリーは､作業の場面を変える効果を
持ち､段階把握を間違わないようにする場を提供する､といえる｡例えば､一
見毎回同じ無味乾燥な表が画面に現われるとしても､ある段階の作業で中心的
に編集する桝日を冒頭に持ってくるだけでも､十分場面を変える効果は現われ
る｡これは､クエリーを利用すれば､データを収めるテーブルの構成を変更す
ることなく実現可能である｡この程度ではクエリーの利用方法としては､およ
そ単純幼稚な内容であるが､扱うデータの中身をそのままにデータの整序によ
り自在な表現を可能にするク羊リーの本質は示されている｡データベース操作
の諸段階毎に作業環境として設定した単純なクエリーを､図2-1のデータベー
スの枕要図と対照して挙げるならば､次の通りである:データ点検の段階では
Q-7原番号 (配架番号)順のクエリー､構造分析のうちデータ点検や現状の秩
序の理解にはQ-7､構造分析の階層構造分類の段階にはQ-8キーワード順のク
エリー､データ出力の際は作業に合わせてQ-7･Q-8･Q14･Q-15などの各ク
エリー､となろう｡
なお､クエリーの考え方の位置や重要性については項を改め詳述するとして､
以下のデータベース操作では単純なクエリーが最大限に利用されることのみ銘
記しておく｡
3-1 データ点検
この作業は再帰的反復的な作業であるため､作業段階の一つに設定し杜いが､
日録データベースの操作の最初に行なわれねばならない｡
まず､データ記述の形式 ･体裁が構造化 ･規格化されているかどうか､この
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点についてのみ全体的に点検する｡次に､データの内容 (記述)自体が妥当か
どうか史料現物の一つひとつを対照して確認する｡最後に再び､データの構造
化 ･規格化の点検を行なう:史料から得られた情報をメモ的に入力した場合､
記述がまちまちになりうるためである｡データ内容 (記述)の点検作業は､次
の構造分析が進められる中で部分的に生じうる｡また､その具体的な作業の中
では､データ出力もともなうこともある (後述)｡
最初の単純校正ともいえる作業は､コンピュータを使用できない状況下でも
作業を進める場合がある｡後者の作業については､目録データの内容的な校正
作業であり､史料整理担当者の指示で複数人が従事しうる｡かかる作業分割 ･
分担や､時にコンピュータへの機械的な保護9)のためには､必要情報を載せ書
込み用の余白を確保した作業用紙 (以下仮に作業目録と呼ぶ)を用いたり､日
録データを (分割)出力した複数のテキストファイルを用いる｡作業目録を使
用してデータ (内容)の点検を行なった場合､そこに記した新情報を､また複
数のテキストファイルでデータを変更した場合､その変更した新情報を､それ
ぞれコンピュータ上の-目録データベースのデータに反映させる必要がある':目
録データの再入力 ･追加 ･削除 ･統合といった編集が必要となる｡
なお､この段階で特に注意すべき作業は､年代記述の点検である｡年月日の
各項目の記述が不適正だと､不適正な記述を含むレコードが､後のデータベー
ス操作時に表示されなくなることがある｡例えば､私年号や､天皇の時期で記
述されても､予め用意してある年代コード表群と対照しても該当する数億コー
ド等が存在しないことになるため､自動的なコード変換に失敗してしまう｡原
記載を優先し年代コード表群に修正を加える (特別な時期記載のデータと対照
?
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?
?
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?
???????
八
する数値コードを追加する)か､該当する年代に変更し (あるいはコード上は 六
年代不明とし)て年月日を記述 (入力)し備考に原記載を記して変更の旨を明
示するか､いずれかの方法をとる必要がある｡
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3-2 構造分析
いわゆる モ文書群の階層構造与を分析する作業である.この段階での具体的
な作業は､日録データ (レコード)を年代順に並び替える､人名 ･地名等の言
葉･用語によってレコードを抽出する､またその配列をもとに分類する､とい
った仮説的慈恵的な試行錯誤の作業である:当然史料 (秤)現物を観察し､史
料(秤)の語るところを聞き､その内容から試行錯誤を行ないー結果を各レコー
ドの備考欄などに記述 (入力)していく｡
あらかじめデータベースには､いくつかの並べ替えや抽出のパターンを､フィ
ルタ (クエリー)として作成した :標題順 ･年代順 ･作成順 ･受取順 ･形態
順 ･数量順などである.さらに分析が進む過程でデータベース操作上､史料
I(秤)に特殊固有な並べ替えや抽出のパターンが生じる｡これらのフィルタは､
原則的にクエリーとして保存し､必要に応じ再利用した:盛宴な作業仮説とし
て残す必要がある場合はもちろん､不可逆的な操作 (データの一括置換など)
をともなう一皮限りのパターンについても､なるべく作業記録として残した
(字句訂正など単純な内容は除く)0
クエリー として試行錯誤の結果を記録する以外に､備考その他の欄へ作業メ
モを入力した｡この時､｢/〔石高などの番付を再利用｡英側にも｢[欠損]番
付入｣とあり｡〕｣のように特定のカッコや記号を組み合わせて括る (タグを付
ける)こととし､これにより刊行日録へ表示する記述と区別する｡このように
タグを付けて記述した部分だけ出力 (画面表示･印刷など)されないような仕
組み (ユーザ定義関数)も作成したO.
また､階層構造順へ各レコードを並び替えるには､キーワードを利用する:
目録データのテーブルにキーワードのフィールドを追加し､そこへ ｢森沖新
田/庄屋/年17J/年日取立勘定｣｢森沖新田/庄屋/領主/御初穂米上納｣の
ように ｢/｣でキーワードのレヴェルを区切って入力することとした (前述)0
すなわち､右側の記述ほど､より下の階層を示すことになる｡このキーワード
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の欄によって並べ替えを実行すると､当然ながら各レコードは同じ語 (キー
ワード)でまとめられる｡しかし､上記のように入力しただけでは､並び替え
の秩序は漢字コード順となってしまい､例えば ｢森津新田｣｢狐地･稲舌新田｣
｢家｣という順序で同レヴェルの階層を設定した時､｢家｣に関する文書のレ
コードが冒頭に配置される｡そこで､対象文書群の階層構造の各階層の秩序が
固定してきた時点で､例えば ｢01.森津新田/01.庄屋/04.年貢/01.年貢取立勘
定｣｢02.狐地 ･稲書新田/04.支配人/03.捉米/02.検見｣のように各キーワー
ドの前に (桁を揃えた)半角数字を入力するようにした10)｡結果､指定の秩序
で各レコードを配列することが可能となった｡なお､階層構造順への並び替え
には記号をもってしても可能だが､敢えてキーワードとした理由は次の点にあ
る:一つに電子データ複製の容易さから用語の省略が作業上意味を持たないこ
と､いま一つに目録データの基本的な記述 (標題 ･作成 ･受取など)のみから
は探し出すことのできない情報記述を (階層構造的に)系統立てて確保するこ
とにより検索の便をはかること､である;具体的な作業の中でキーワードに入
力する用語の省略は不可とし､キーワードの字数の長さからコンピュータ画面
が見辛い等の障害が発生しない限り略語を排した (やむを得ず略語を使用した
場合､同略語を使用しうる作業が終了した段階で本来の用語に一括置換する)0
この構造分析の作業の実際も､データ点検時に同じくコンビrユータに向って
のみ行なわれるわけではなく､むしろ史料に対面して行なわれる｡複数人が作
業することもあろう｡その際､作業日録の印刷 (レポート出力)が作業に先
立って行なわれ､のち作業日録へ記された情報はコンピュータ上の日録データ
へ還元する｡この作業過程は､構造分析においても含まれる｡
3-3 データ出力
ここで述べる出力とは､データを紙に印刷する場合 (印刷データ化)と､テ
キストファイルとして保存する場合 (電子デ｣夕化)の､専ら二つである (画
面出力は操作全般にともなうため､ここでは含まない) ;既に何れの場合も､
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データ点検 ･構造分析の各作業中に作業日録の印刷 ･複数テキストファイルの
出力として登場した｡作業目録 (の必要部分ないし全部)は随時出力できるよ
うレポートとしてあらかじめ用意し､テキストファイルの出力はAccess97が
用意する手順に従えば簡単に行なえる.
段階として固有の作業は､目録本文のデータを刊行日録印刷業者へ渡すため
の諸√々の準備である｡印刷データ化や電子データ化という出力作業の本質は変
わらないが､ここでの作業内容は次のように明確である:目録本文データの業
者渡し用テキストファイルを出力すること､そのテキストファイルをベタで印
刷すること､刊行日録本文の原稿として体裁を整えて印刷すること､の三つで
ある｡順序が前後するが､まず別掲の刊行日録組見本 (図.2-3)を見られたい｡
刊行日録本文の原稿印刷は､この組見本にほぼ近い形で日録本文データを印刷
することである｡やはり､そのためのレポートをあらかじめ作成した｡業者渡
し用のテキストファイルは､刊行日録の体裁に沿い､データベースのデータ項
目を一部結合し､項目 (あるいは字体や字の大きさを変更する箇所)毎に異な
るタグを付している｡データは､組見本の下に図示したような構成を持つ｡こ
のタグ付き日録本文データの生成は､データを秩序付けるクエリー によって実
現しており､そのクエリーによりデータ構成 ･配列を維持したままテキスト
ファイルへ出力する1)｡
刊行目録の解説とともに､上述のタグ付き日録本文データのテキストファイ
ルと目録本文原稿 (印刷イメージなど)を､印刷業者へ渡した時点で､史料整
理･日録作成作業は一段落する｡この後､印刷業者から校正刷りが納入され､
誤植や記述情報の訂正が生じれば､まずデータベースのデータの確認･訂正が
必要になろう12)｡ここで訂正は即時的にデータベースのデータに反映され､
データは虫新の状態に保たれる;刊行日録の校正段階では､最初のデータ点検
の作業に再び立ち戻る｡
刊行日録の完成以後も､例えば文沓群の分析の深化により新事実が判明すれ
ば､データベースのデータは修正されるべきであろう｡つまり､上述のデータ
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図.2-3 刊行日手蔓組見本
森汁新田/庄尻/村政/下作譲渡役印 金戎拝借役印
質流譲渡申田地証文之事 (森津新田のうち字]
京一円､160両)名古掩杉之町地所譲主茶屋理助､
森津新田親朝証人鞍右街門/ (奥杏)右 (森津)新
tI7庄屋武田沢右衛門-伊藤治郎左衛門殿 (庄屋所
謂帳而名前変更の旨奥手あり､本状端上の懸紙に
｢証文森津新円北京一円､慕永元申五月十八日調へ｣
とある)
売渡申証文之事 (源戒居屋敷)売渡主林三郎､証
人源六一輿助段
下作譲渡役印
嘉永元年申5月
文杏群の階層構造を示す
ページヘッダ
斎永4年亥2月
見出し (階層構造分類の)
鍬先下作譲渡証文之事 (森津新EII口地下作四分
の壱)森維新田下作読主恩戒､同所親類証人幸助､
同所証人九吉/ (奥書)(森沖)新n庄屋武田沢右
術門-田鴨屋利左街門殿 (端袈下 ｢六悉忠戒放｣と
ある)
売渡シ申下作証文事 (森津新田口由 ･六人物四
分の壱)森津新田下作売主平左衛門.同所親類惣
代半左衛門､同所証人九缶､同所庄用武田沢右衛門
一打鴫屋利左街門股
売渡シ申証文之事 (下作半口)森津新田下作うり
主弥三七､同所証人九吉､同所庄屋武田沢右衛門-
m鴫屋利左衛門殿
金銭貸借役印
文政9年戊12JJ
文政10年亥12月
天保元年寅12月
見出しは階層のレヴェルにより
字体や字の大きさが変化する｡
竪紙 ･1通
(包紋付)
竪紙 ･1通
(包紙付)/
(2通一所)
1171
1173･1
※枠線や区切り線は各項目の乾田を示す｡なお,記号は下何のタグである｡【タグ付テ
キストファイル中のレコード1例】★以質物借用申金子事 (金3両2分)☆海西郡森津新田金借
主此右衛門､同所庄屋沢右衛門-鳥ケ地新田重郎治殿 (宛先下｢細｣とある)B宝暦7年丑12
月C竪紙･1通Dl144※それぞれ､★以下が標題､☆以下が作成等､B以下
が年代､C以下が形態 ･数量､D以下が史料番号となっている｡このタグにより
､差出 ･受取 ･備考の各項目を結合した作成等と年代は､標題よりもポイントを下げ 形態
･数量と史料番号は､作成等と年代よりもポイントを下げ､史料番号はゴチックとする､と
?
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ベース操作の過程は､データベースの維持のために反復されるのだ｡なお､
データベース維持の実務は､当初の史料整理担当者ではないこともあるとすれ
ば､少なくともデータベース操作の過程は史料保存利用機関内で共通認識とな
る必要があろう｡
(2)前提条件とデータベースの可能性
史料整理 ･日録作成に際し､コンピュータ上のデータベース作成･利用を構
想するならば､整理作業の当初からコンピュータ利用を意識する必要がある｡
特にデータ生成の場面でコンピュータ利用を意識することは重安である｡ただ､
これはコンピュータに自分の思考を迎合させることではない.最近のパーソナ
ル コーンピュータが人間の思考の支援に関して扱い易くなったとはいえ､未だ
コンピュータにおけるデータの大量処理に際して人間のアバウトな思考が利用
可能性を制限してしまう場合がある｡データの大量処理の効果を最大限に搾取
するため､必要な下準備や考え方が求められる､ということである｡
1.コンピュータ利用のセンス
史料整理 ･日録作成の過程から得られた反省によれば､データ記述に際して
大きく二つの注意点が存在する:規格化と構造化である｡これらを史料整理 ･
El録作成の中で具体的に実現する方法は項を改めて述べるとして､ここではま
ず前提となる考え方等を示そう｡
構造化については次の例を般初に挙げる｡日録の備考欄に､
｢-奥番あり｡署名は､右 (鎌良)新田庄屋､木村小八郎⑳｡さらに奥に期
限内の借金返済時に地所返還の旨や作徳米等についての記載あり.作成は､
質流渡主､木村小左衛門⑳､加判､木村忠右衛門⑳､証人､助重郎⑳.｣
という文があったとしよう｡確かに句読点で文は区切られているものの､情報
として､｢奥沓｣の示す範囲が一見して判り辛く､｢作成｣の中身の ｢質流渡主｣
と｢木村～｣は並列なのか前者が後者の肩書なのか区別がつかない｡そこで､
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｢-奥書あり､署名 :右 (鎌島)新田庄屋 ･木村小八郎⑳ ;さらに奥に期限
内の借金返済時に地所返還の旨や作徳米等についての記載あり､作成 :質
流渡主･木村小左衛門⑳､加判 ･木村忠右衛門⑳､証人･助重郎⑳｡｣
とすれば､少しは区切りが明確になろう｡｢奥書｣の情報と ｢さらに奥｣の記
載の情報は別のものとなり､並列の範囲の可能性は限定される｡このように区
切り記号の使用を丁寧にするだけで､記述が秩序だてられる13);具体的には､
句読点を拡張し､カッコの使い分けを明確にすることを提案する｡句読点の拡
張とは､日本語ではあまり用いられないコロン･セミコロンを積極的に使用す
ることである (ただしセミコロンは横書きの場合のみ)｡先の例文の後者では､
コロンは説明を示す区切り記号として､セミコロンはコロンや読点 (あるいは
カンマ)よりも強い区切り記号として使用した14)｡カッコの使い分けとは､カッ
コの中に記す内容 ･種類により､使うカッコを区別することである15)｡例え
ば､｢｢｣｣(カギカッコ)は原記載の引用､｢[]｣(角カッコ)は原記載 ･状態の
推定 ･補足､｢()｣(丸カッコ)は補足 ･注釈､といったことである｡
いま見た記述の構造化の手段により､どこまでが特定の事柄に関する記述な
のか､情報の区切り･区画を明確にできよう｡同時に規格化も実現している｡
同じ特定の文字 ･記号で区切られた部分を､同質な情報としうるためである｡
具体的には､タグを付けること:ある記述を特定わカッコや記号の組み合わせ
で括ること (先述)で､そのタグと記述内容とに照応関係を持たせ､文章の中
にデータベースの項目のような特定内容に専用の枠 (規格)を作ることができ
るからである｡タグの使用は､先のカッコ･記号の使い分けと組み合わせるこ
とで､階層的な記述も可能にするだろう｡
?
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また､タグには､データの水準を一定に保つ効果もある｡例えば､史料目録 ○
内の史料一つひとつへの記述は設定項目毎に内容 ･質が揃っていなければなら
ないはずである｡日録記述の項目に ｢作成｣を設定したとして､ある史料につ
いてはただその史料の作成者を記し､別の史料についてはその史料の作成者と
押印の状態や筆跡に関するコメントを記したとすれば､これはデータ水畔が均
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質ではない｡ただ､前者の記述に揃えるために､清書感覚で後者のコメント等
の情報を全く削除してしまうのは成果の損失である｡そこで､その部分にタグ
を付けて例えば刊行目録には載せないようにすれば､せっかくの情報が失われ
ることはない｡後にデータ水準を引き上げる際の目安にもなろう｡
要するに､作業ノートのような記述に対し､同質な内容が頻繁に出現するよ
うならば､タグを付け､データベースの項目を意識したデータ記述を行なえば
よい ;これら構造化 ･規格化の要点は､対象となるデータに最小限の手間で､
後々にまで利用できるデータを作成することである｡
専ら内容的な構造化 ･規格化について述べたが､形式的なそれについても述
べておく｡具体的には､EI録作成の過程に問題として挙げたデータ記述中の全
角･半角の混乱を予防することである｡より具体的には例えば､既述のタグな
ど管理情報は半角とし､データ内容そのものは全角で入力すればよい｡これを
実践することで入力時の負担を軽減できる:半角に変換する余分な手間を省く
(キーストロークを減らす)ことができる.しばしば､体裁のため一桁の数字
は全角､二桁の数字は半角､として数字の表示範囲を一定にする場合がある｡
これは､ふつう変換の労が多く､仮に楽に入力できる環境があったとしても､
入力された数字がどのようなデータなのか混乱させる益であるため､避けるの
が賢明である｡英字についても同様で､英単語類か､タグなど管理情報の文字
列か､全角 ･半角により区別をつけるべきであろう｡
形式的な構造化 ･規格化の実現に､一括処理は有効な支援手段である｡その
一括処理を使いこなすためには､市販ソフトウェアやツールの使い分けが必要
となることも付け加えておく16)0
2.データ生成上の注意点
実際に史料整理の初発段階である股データ生成 (いわゆる モカード取りt,な
ど)の際､どこに注意すべきかを考えてみたい｡ただ､その注意点と作業内容
は､A史料現物を見ながら原データを直接コンピュータへ入力するか､B原デー
ー 72-
タは歓のカード･シート類に作成し業者へコンピュータ入力を依頼するか､に
より変化する｡前者は､A-1最初からデータベース管理ソフトを利用して入力
していくか､A-2テキストファイルの形で入力していくか､で分かれる｡後者
は､指定のデータベース管理ソフトのファイルへ入力してもらうことも可能だ
ろう17)が､多くはテキストファイルの形で入力してもらう｡
Aのコンピュータ直接入力による原データ生成の場合､特にA-1については
既存の文書データベースがあれば容易に実行できる｡例えば､既掲 ｢武田家文
昏データベース｣をまず雛形化しておく｡Access97を使用する場合は､その
ままデータベース フーァイルを使用し､武田家文書のデータだけ削除して､新
規にデータを入力していけばよい｡別のデータベース管理ソフトを採用する場
合は､その 年枠モだけ借りて､そのソフトに固有のデータベース フーァイルを
作成し､入力を進めればよい｡データ記述には前項で述べた構造化 ･規格化を
意識する必要はあるが､既に最低限の項目でデータ記述の区画 (領域)が区切
られているので､例えば全角 ･半角の別に神経質になる必要はない (データ
ベース管理ソフトのフォームを利用すれば､半角での入力を自動で促す項目も
設定できる)｡ただし､ある程度コンピュータの桟械的な能力や資源に依存す
ることは否めない:性能の良い機械でなくては､データベース管理ソフトをス
トレスなく動かすことができない｡
必ずしも性能の良いコンピュータでなくとも直接入力を可能にするのが､
A･2のテキストファイルの形での入力であるOテキストファイルを扱うエディ
タ類なら､非力なコンピュータでも十分機能するからである (さしあたりデー
タベース管理ソフトは必要ない)｡これはBのケースに類似するため､詳しく
はBとともに述べることとする｡
コンピュータに高度に習熟した磯貝がいない史料保存利用機関の多くでは､
Bの方法が一般的であろう｡この場合､まず前項に述べた構造化 ･規格化を意
識して原データの記述を行なう必要がある｡そして､業者発注に際しては､入
力する項目を明確に示し､原データの記述のどこまでがどの項目の情報として
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入力するかを明確に区分しなければならない｡業者発注でのデータ入力は､基
本的にただ文字を入力するだけであり､何か判断がともなう作業を依頼するこ
とはできないのである.o具体的には､原データの記述の区分毎に項目タグ18)
を付け､項目タグの文字の直後に区分された原データ記述をそれぞれ入力する
ことである19)｡この項目タグと入力の実例は､別掲の表.2-1･図.2-4を参照さ
れたい｡衣では､詳細の欄に年代項目の分割時のパターンを二つ示した｡うち
年月日等に詳細に分割している方は､A-2の史料整理の直接従事者が入力する
場合のタグである｡この場合､例えば､｢丑｣のような干支は ｢年｣に ｢天保
十二｣といった記載があれば ｢年註｣に含め､｢年｣の記載が無ければ ｢年｣
秦.2-1 項目タグと入力例
項Hタグ一覧 入力例
配架(原)番号IOriginalnumber】0327.
00史料番号【arcHiVesnumber卜 H83
4-2.標題【Title】 T党(調達金37両2分借り上げにつき利金
を支払う旨)年代【Date】 l D天
保12年丑12月秤 芳詣 Lritc.I
Bの場干 Y天保12E年丑 jJ
Y天保12
細
N年
並M12月D
G作成【Author】 A佐屋陣屋受取
【reCiverl C海西郡森沖新m金主共状態 (形態.致Lt)【State1 S
壁紙.1通備考【Remark】 R奥沓:抱起所O注)実例で伯が空自の部
分は該当データが無いことを示す｡また､年代の随所は､｢年代｣として一括してf.i報
を入力する場合､｢年｣･｢月日等｣あるいは ｢年｣～｢年幅｣の人力は不･iRであり
､逆に ｢年｣･｢jJ日等｣あるいは ｢年｣～｢年帽｣を入力する場合､｢年代｣の人力は不安であ
る｡本文で扱った各ケースとの対応も記しておい
図.2-4 データ入力の実例
C森津新田由
S横折紙･1通/ (2点一級)固
R臣Ⅰ
臣l
固
032700臣I
H834-2臣l
〔1行1フィー ルド〕
T党 (調達金37両2分借り上げにつき利金を支払う旨)臣】
Y天保12臣】
N年丑固
M12月田
D臣I
G固
A佐屋陣屋由
C海西郡森津新田金主共固
S竪紙･1通田
R奥書:勘定所｡固?
? ?
? ??
32702回
835臣】
T地租改正取調中書付臣l
〔1行1レコード〕
032700H834-1T間引調達金利足年々渡通Y
(天保13N年)寅Ml1月DAG佐屋陣屋C森津新
田S横折耗 ･1通/ (2点-綴)R臣I
O32700H834-2T党 (調達金37両2分借り
上げにつき利金を支払う旨)Y天保12N年丑M12
月DGA佐屋陣屋C海西郡森津新田金主共S竪紙･1
通R奥昏:勘定所｡臣l
O32702H835T地租改正取調中書付Y (明治8
NMDG一同9年)ACS袋 (7点入)/ (虫損大)R/
〔32703-327105は欠番〕国
注)項E]タグは半角､データは全角で､｢臣】｣は改行を示す.いずれも､年代の記述が
詳細な場合を取り上げた｡なお､1行1レコードの方は､便宜1字下げインデント
で表示しているが､実際のデータはべ夕で入力されている｡
に含める､といった記述原則が前提される｡これは､詳細丁寧な指示をしない
限り､一般に入力業者には理解されないだろう｡ただ､年号の数字は全てアラ
ビア数字になおし､｢天保十二年丑-｣の ｢年｣の手前で分割せよ (詳細では
ない方)という程度ならば､業者は処理できるようである｡図では､それぞれ
???????
??
?
?? ? ?????
1レコードの入力の仕方を二通り示した｡一つは､項目タグを含む各項目の 六
データ記述をペタで繋げて､レコード末尾に改行する形 (1行 1レコード)で
あり､もう⊥っは､各項目の記述毎に改行し､レコ｣ド末尾は改行を2つ入れ
る形 (1行1フィールド)である｡1行 1レコードは､巨視的にはデータ (レ
コード)量が行数に等しく構造的に単純だが､値が空自の場合の項目タグを入
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力し忘れる可能性があろう｡その点､1行1フィールドの方が､入力時も点検
時も視覚的にわかり易い｡項目タグのみの入力忘れも行数のズレとなって現わ
れるため､人力ミスを容易に発見できよう｡
A-2･Bによるデータ生成のあり方を踏まえておけば､翻ってA-1による入
力時に､どのようなデータならばテキストファイルに戻すことができるか自明
である｡例えば､改行文字がレコードなりフィールドなりの末尾を示す原則に
おいては､-フィールド中のデータ記述に改行文字を複数含めることはできな
い｡仮に備考のような項目で､比較的長い文章が入力可能で改行の使用まで認
められていたとしても､いくつも改行文字が含まれていては､テキストファイ
ルに出力した場合､データの範囲について混乱のもととなろう｡テキストファ
イルのデータの形にすることが可能な状態に保つことは､特定のデータベース
管理ソフトに依存しないことであり､将来のシステム更改に備えることができ
る｡はじめからデータベース管理ソフトを使うとしても､A-2･Bへの認識は
必要となるのだ｡
3.データベースの利用方法
これまで､史料整理 ･日録作成の場でのデータの扱いをめぐり､前提となる
考え方や注意点のみに終始した｡ここでは､今回作成された ｢武田家文酋デー
タベース｣がどのように利用できるか､可能性も含めて述べていきたい｡
3-1 クエリーとデータベースの考え方
データベース利用において､真っ先に思い浮かぶものが､データの検索 ･抽
五 山･並び替えであろう｡しかし ｢武田家文番データベース｣では､まだ一般利
用に捉供できるような検索システムを備えていない｡Access97に用意されて
いる機能で､検索 ･抽出･並び替えの利用ができるだけである｡Access97で
は､ある言葉を含むレコードをデータベースの故初から順に衣示していく､と
いった程度の単純検索なら､さほど杜しくはない｡これが､複数の条件を持つ
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複雑な検索となると､抽出をともない､単純検索とは異なるインターフェイス
を利用することになる20):クエリー を作成する作業に等しい｡Access97のユー
ザ イーンターフェイスのままでは､この点が一般利用者にとって障害となりう
るが､利用可能性の高いデ⊥タペース作成を目指す史料整理 ･日録作成の担当
者は､このクエリー の､ひいてはデータベースの考え方を理解しておくべきで
ふるい
ある｡クエリーは､型枠なり師なりに喰えられる｡そこを通過するデータは､
さまざまな形を持つ砂粒のようなものを想像すればよい｡この砂粒と､型枠 ･
師やその材料､諸道具をセットにして､容器に閉じ込めたものが､データベー
スである｡砂粒を整理整頓する際に､一粒ひとつぶを板の上に並べていくこと
をしないのと同じように､データベースのデータを入力する際､その時の物理
的配置はあまり意味を持たない (もちろん砂粒一つひとつに入力の順番を示す
情報を与えられる)｡データを加える時は､砂粒を容器に放り込むのと同じで､
放り込む際に放り込んだ順番は自動的にマークされているため､容器のどこに
放り込もうと関係ない｡逆に砂粒を､容器の外に取り出す時や容器の中で選び
出す時は､砂粒のマークを手掛かりにする師を使えばよい (検索 ･抽出)｡ま
た､砂粒のマークを基準に順に並べたい時も､型枠や師を使えば､砂絵ができ
あがるはずである (並び替え)｡この感覚がAccess97のデータベースでのルー
ルになっているようである｡
例えば､データベースのデータが表になっているとして､その表の一部､あ
るレコードとレコードの間に､今このレコードを入力したい､とするならば､
この要求は視覚的に即時反映する形では実現しない｡表の並び替えの秩序と､
挿入対象位置のレコードの順番を確認し､そのレコードとレコードの中間の番
?
?
?
????
??
?
???????
号を与える形でレコードを追加し､再び同じ秩序で並び替える､という手続き 四
を要するのだ｡その他､部分的な並び替え等も､その秩序を含む全体にわたる
秩序を考え出す必要がある｡
この手続きは､はたして煩雑だろうか｡先のレコード挿入の例を､表計算ソ
フトのワークシートで作業した場合と比べてみればよい｡あるレコードとレ
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コードの問への新規レコードの挿入は､表計算ソフトにおいてはたやすい｡行
を挿入し新しいデータを入力するだけである｡しかし､何日も経った後､別の
秩序で並び替えたとしたら､一体どれが新規レコードだったか､思い出せるだ
ろうか｡全レコード数が少なければまだしも､砂粒の山のように多かったとし
たら､ふつう覚えていられない｡入力の順番を項目に立てて記録しておかなけ
れば､入力時の秩序にも戻せず､目的の新規レコードを挿入した際の前後のレ
コー ドの脈絡はわからなくなる｡
つまり､クエリー (ないしフィルタ)による検索 ･抽出･並び替えの手続き
は､一見煩雑に思われながら実は､当初一皮きりと考えていた作業を､いつか
また必要となった時に再現しうるのである;Access97の場合､検索条件や並
び替えの秩序をクエリー として保存し､再利用に資することができるような環
境を確保している (クエリー に保存しないこともできる)0
3-2 クエリー利用の具体例
データベース操作の中で検索･抽出･並び替えの作業のためクエリーを使用
するのは､構造分析の段階である｡史料を奴察しつつ行なう試行錯誤の例とし
て並べ替えの数パターンを示したが､より具体的な例を改めて捉示しておく21)｡
例えば､階層構造のある部分の配列秩序が､大きくは年代順でありつつ､枝
番号を含む文書に関してのみ年代にかかわらず枝番号のまとまりを朋きないよ
うにするとしよう:具体的には､｢尾張国海西部森津新田武田家文書目録｣の
｢森津新田/庄屋/普請/普訪･治水｣の部分を挙げる22).この部分の最初を
見れば､史料番号1482-1から､1482･2､1482-3､0475･･･と続いていく.最初の
3点は枝番号があり､もと一括文番であり､日録では､そのまとまり順が優先
されている｡その中は､1482･1と-3が寛保3(1743)年､･2が延事元 (1744)年
と年代が前後する｡しかし0475は寛延4(1751)年と､親番号のレヴェルでは
年代順が維持されている｡年代に幅のある一括文番の中の虫も古い時期の文番
の年代を､その一括文書全体の年代として便宜位泣付けているのだ｡
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この抽出と並び替えの秩序は､およそ次のような手続きで実現していく｡ま
ず､(Dキーワードの項目に ｢森津新田/庄屋/普請/普請･治水｣を含むもの
を選び23)､これを並び替えの最初のキーとする｡次に､(勤このキーワードの条
件に加え､枝番号に ｢-1｣とあり､あるいは枝番号のコード (枝番コード)の
項目が空 (Nul)値である場合､を条件に抽出する｡③こうして抽出された分
(レコードセット)を､年代コード･原番号 (あるいは史料番号) ･枝番コー
ドの順で並び替えのキーを設定し並び替える｡④このレコードセットの状態で､
キーワードのデータに ｢//｣といった区切り記号と桁を揃えた通し番号 (逮
香)を追加するための更新クエリーを実行する24)｡結果､親番号のみのレコー
ドと枝番号の最初のレコードのみが､キーワードのデータに年代順の連番が追
加される:次にキーワードで並び替えると年代順ともなる.ここで(参の条件を
外し､①の条件めみとすると､他の枝番号を含むレコードも表示される｡そし
て⑤原番号と枝番コードをキーに並び替える｡すると親番号順となり､枝番号
の最初のレコードの下には､キーワードの中に連番がふられてrいない [_2｣以
降のレコードが順に並ぶ｡⑥この ト2｣以降のレコードのキーワードに､ト1｣
(ないし親番号)の連番がふられたキーワードのデータをコピーする25)｡この
結果､キーワードのデータは年代順の連番が追加されるも､枝番号のある部分
では､キーワード内に追加された連番は親番号ないし枝番号の最初の数字で停
滞する｡これらの手続きの後､改めて①の条件のみで並び替えると､およそ項
初に述べた並び替えが実現しよう｡ただし､これだけでは独立して存在する枝
番号のレコードや､枝番号の途中に一括文書中最も古い年代のレコードがあっ
た場合など､キーワードに連番が追加されていないので､再び①と(卦のみの条
件で並び替え､手作業で ｢-普請 ･治水//031.1｣のようにキーワードに連
香 (の間にくる数字)を追加し､必要なら対象一括文書のキーワード全てに編
集したデータをコピーする｡その他､さらに部分的に詳細な配列を変更するな
らば微調整すればよい.
構造分析の作業の中で､上述の作業は ｢普請･治水｣の配列の例に限られる､
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一度きりのものである｡が､その作業過程で生成される諸クエリーを保有して
おけば､キーワードを変更して､例えば ｢森津新田/支配人/捉米｣といった
他の部分にも再利用できよう｡
3-3 クエリーの段階的 (再)利用
前述してきたクエリーの利用は､ある問題への対症療法として自然発生した
ものといえる一｡クエリーは筒単に新規作成できるもので､処理の内容を覚えて
いれば､いちいち保存する必要はないかもしれない｡しかし､作業記録のつも
りでクエリーを保存しておけば､同じような処理を再び行なう際に便利であろ
う｡再利用の可能性を自覚することこそ､効率化の階梯なのだ｡
先に史料整理 ･目録作成の中のデータベース操作について､大きく三つの段
ヽヽヽ
階に把握し､単純なクエリーを作業環境に設定していることを述べた｡クエ
リー の利用に即して再述すれば､次のように整理できる｡まず､データ点検と●
構造分析の段階では､クエリー が直接のデータ操作手段となる｡例えば､一括
のデータ点検では(丑原番号 (配架番号)順のクエT)-を､構造分析のうちキー
ワー ドの検討では(参キーワード順のクエリーをもって､それぞれ作業を進める.
そして､データ出力の段階では､レポートやテキストファイル生成の基として
クエリーが利用される｡例えば､作業途中において出力するレポート (作業日
録)は(Dのクエリーを､最終的な原稿イメージの出力や業者渡し用のテキスト
ファイルは(参のクエリーを､それぞれ利用している｡このように､① ･②のク
エリーは定型化され無意識的に再利用されている｡そして､この再利用は史料
整理 ･日録作成の段階に止まらないC
日録刊行後は､史料を一般利用に提供できるよう封筒の詰め替えやラベルの
貼り替えなどの装備作業が行なわれる｡この時に必要な材料は､史料状態等に
ついて記入可能な余白付きの配架番号順の日録 (シート)である｡この目録
シートの出力は､先の①を再利用したレポートである｡目録シートへの記入は､
装備という史料に対面して行なう物理的作業の中での情報収集を円滑 ･効率的
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にするためであり､史料状態や修復履歴等は､本来データベースに記録されて
いる方が望ましい｡データベースへ直接入力するならば､①のクエリーを使用
する｡これがすなわち史料管理支援システムの基本型となる｡史料状態等に関
する項目で構成されたテーブルを別に用意し､目録のテーブルとリンクさせて
もよいが､当面①のクエリーの備考の項目に入力していくだけで十分対応でき
よう｡その際､入力する情報をタグで括れば､他の情報との区別が明確になる
ことは言うまでもない｡
一方､データベースを一般に検索利用できるようにするためのシステムは未
開発ながら､インターネットのホームページ等で基本的な利用に供する場合､
さしあたり②のクエリーをもとにして出力されたデータが使用されよう｡また､
史料整理 ･日録作成の過程の中で､分析素材として諸々の史料が蓄積されてい
く;整理対象文書群の解題等の叙述のため､当該文書群中の文書の翻刻や関連
史料を収集し､しばしばワードプロセッサ上の電算データとなっている｡これ
ら翻刻 ･関係史料のデータを､(参のクエリーをもとにしたデータと連結させれ
ば､`さらに豊富な情報を一般利用者へ提供できる.この場合､②のクエリーが
目次や索引のように再利用されることを示す｡
史料の保存管理プログラムの諸段階において､配架番号順の日録が物理的な
ヽヽヽヽ
形態を変えて数庶出現することは既に指摘された (前章参照)｡この現象は､
コンピュータのデータベースの利用から考えなおすと､データを秩序だてる型
ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ
枠- クエリーとしては､一つのものを何度も再利用しているだけであるO目
録作成の作業の過程で､しばしば作成される配架順目録は､それぞれの作業過
程の中間生成物として把握されてきたが故に､それぞれの作業に固有で一皮き
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りの作業材料あるいは成果として再利用されなかったのだろう｡しかし､デー ○
タベースにおいては､配架順目録というクエリーの再利用である (クエリーを
通過させる前のテーブル内のデータも一つしかない)ことを､明確に再認識で
きるのである｡
再利用される基本的なクエリー (データ配列秩序)は､そう何種類もあるわ
8ー1-
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けではない｡しかし､史料の保存管理プログラムの諸段階の､どの時点でどん
な基本的なクエリーが (再)利用されるかは､いま簡単に述べた通りである26)O
このように理解することで､基本的なクエリーの段階的 (再)利用を自覚する
ことができる｡逆に､同じ再利用されるクエリー でも作業段階により構成や作
業対象の中心を異にすることから､クエリー の再利用の実践が､現在進行して
いる作業についての史料整理 ･管理の全過程の中での位置を確認 ･把握させる
ことにもなろう｡データベースの (テーブルの)データが一つであり､それが
何度も再利用されることが自覚できれば､自ずからデータ生成に注意を払うべ
きFとも理解できるはずである.データそのものだけでなくデータを操作する
ための､さまざまな モ道具t,についても､使い捨てにせず､整理をして残して
おけばよいoこれにより､再び同じデータ操作を行なう際に も道具.,を作り直
す手間が省け､必ず効率化の効果が現われるはずである｡
これらに留意しつつコンピュータのデータベースを利用することは､械関内
のコンピュータ設備の充実を必要とするとはいえ､これまで不十分にしか機能
しなかった史料保存管理プログラム内の (物理的)各日録システムを､相互補
完的 ･有機的というより､一元的に機能させることが可能になるかもしれない｡
(3)まとめと課題
椴後に､史料整理 ･管理支援システムとしてのパーソナル コーンピュータの
データベースについて､得られる効果､利用上の欠点､課題等を述べながら､
簡騨なまとめをしておく｡
効果については次の諸点を挙げる｡史料整理 ･目録作成上は､その過程の中
で生じるさまざまな雑用- 例えば､作業日録や刊行日録 (見本)の形式 (項
目構成も含む) ･体裁のデザインや､諸データのメンテナンスなどに気を追う
ことなく､史料一つひとつの紋察･検討などへ向ける時間が増大すること､で
あるoあるいは､史料一つひとつに割く時間が､かつてと同じならば､より早
く日録データは完成するはずである｡つまり､データ形式の変更や出力の体裁
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の再デザインといったコンピュータ利用のためだけに払われてきた労力の無駄
がなくなり､他に同時に行なわねばならない仕事に労力を向けることができる｡
また､データの再利用性が大きく確保されたこと､も挙げてよい｡史料保存利
用校閲の業務の中でめ効果として､史料整理 ･日録作成上の効果が労力配分に
直接的な影響を与えるとすれば､データの再利用性の確保は労力配分に間接的
な影響を与えることになろう｡これは､配架順日録の例が示す通りであり､他
には検索利用の場へのデータの提供の際のデータ加工の容易さも含まれよう｡
再利用性に開通して､ある作業 ･データ処理についての再現性 ･遡及性も､あ
る程度確保されている｡この点も､史料整理 ･日録作成上だけでなく業務全体
の中での､データベースを利用した諸作業について当てはまるかもしれない｡
データベースに限らぬコンピュータ利用の欠点としては､偏った肉体的負担
の発生を最初に挙げておく｡今回のデータベースに即して言えば､その効果の
一つと′表裏をなす短所がある｡効率化できる内容が限定されているため､雑用
の喪失は､あるいは息抜きの喪失となりうる｡効率化の代償が､整理担当者に
対するストレスとなって返ってくる場合があろう｡その他､データベースのさ
まざまなバックアップをとる必要がある点も挙げられる｡データベースのファ
イル自体の定期的な複製作成､日録データ類のテキストファイルへの出力､必
要な各日録類の印刷による紙へのデータの媒体変換､などが行なわれねばなら
ない27)｡コンピュータが故障しても､整理作業や諸業務が滞らないようにし､
コンピュータが復旧すれば､なるべく早急にデータベースのシステムも復旧で
きるようにする必要がある｡この､システムを二重化 ･予備化して確保してお
く手間は､利点を生むために必要な過程でありながら同時に欠点である｡
これらの欠点の解消は､すなわち課題であるが､およそ解決できまい (人と
コンピュータとのつきあい方に一般解はない)｡ただ､データベースのバック
アップについては､蛇足を加えることができる｡前述データ記述の構造化 ･規
格化の要件は､･データ生成時のテキストファイル内の必要最低限の項目構成を
示す｡データ生成時においては､この構成に沿ってテキストファイルでデータ
8ー3-
???????
??
?
?
??
??
??
?
??????
?
?
?
??
?
?? ??? ???
を保存すればよい｡また､図2-1のデータベース枕要図のうちテーブルの部分
は､データベースの (派生的なデータ以外の)データそのものを収める各項目
を示す｡データベース管理ソフト上でデータベースを利用している段階におい
ては､この項目構成に沿ってテキストファイルでのデータ保存の必要がある㌶)0
このようなバックアップを行なった上で､データベースの雛形ファイルを保存
しておけば､何時でも柾形ファイルへテキストファイルのデータを流し込んで
データベースのシステムを復旧できよう｡
今回のデータベースに限っても数多の課題が存在する｡さしあたり次の点を
挙げる:①利用時のインター フェイスが整備されていないこと､②データベー
スの維持に､特定データベース管理ソフト (Access97)の操作の習熟が必要
なこと､(卦データベースの具体的な構成の標準化が確保されていないこと､で
ある｡①～③のいずれもが､特定のデータベース管理ソフトへの依存により導
かれている.例えば､②は(丑の不完全さに起因しているが､より本質的な①の
間誼としては､特定ソフトに依存するインターフェイス云々ではなく､メニ
ュー構成のガイドラインが示せなかった､という(参に関わる点であろう｡③に
ついては､例えば､タグ加除の一定程度の自動化や､特定の種類の文字列の変
換､といった文字列操作などの関数のアルゴリズムまでは提示できなかった｡
他のデータベース管理ソフトで似たようなことが実現できるのか技術的に確認
できないことになるが､仮に同じアルゴリズムで実現できないとしても､おそ
らく発想を変えれば今回のデータベースと同様な使い勝手は実現できるはずで
ある｡今もなお改杏を進めている途中にあることに因るものとして､ご寛容い
ただきたい｡
以上､史料整理 ･管理支援システムとして実現したデータベースの作成から
(再)利用までの具体例を紹介し､前提としてコンピュータ利用のためのセン
スや放任限のルールを提案した｡対象史料が近世文番と著しく偏るため､史料
整理から生成されるデータベース (の考え方)のパラダイムを示せたとは言え
ないものの､当該データベ｣スに最低限必要な要素は示すことができた.本専
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での主張は､およそ次の通りである｡
⊥っに､史料整理 ･管理上のコンピュータ利用は､しばしばデータベースの
形で実現するが､その真価はデータベースないしデータの再利用にあること｡
二つに､データベースないしデータの再利用を確保するためには､データ生
成の時点から構造化 ･規格化に注意を払い続ける必要があること｡また､デー
タ操作の手続きや処理の手順を､整理して残す必要があること｡
三つに､構造化･規格化への注意は難しいことではなく､データ記述の内容
の区切りを区切り記号で明示すればよいだけであること｡記述の中での区切り
の明示は､区切り記号の拡張や階層的なタグの利用により容易に実現できる｡
また､データの均質化のためには､文字種 (全角･半角の別)による使い分け
も必要である｡
L四つに､再利用やその可能性への自覚が必要で､それに基づく実践 (二つ目)
により､ある効果がもたらされること｡その効果とは､作業位置･進行の確認
や作業段階の把握､効率化の実現である｡
データベースは､データそのものをただ蓄積すればよいわけではない｡デー
タベースとして､利用ないし再利用されてこそ意味を持つ｡史料整理 ･管理の
中で作成されてくる日録データベースを､単なる刊行日録作成の道具に股める
べきではない｡前章の主張の要は､データに対する飽くなき再利用への自覚を
持つことが前提に存在するのだ｡この前提が在ってはじめて､日録データベー
スは､文書データベースへと展開し､史料保存利用機関の情報資源として業務
自動化や利用者への提供情報の素材となっていくのである｡
そして､これらのデータベースは､既述の諸々の自覚により､パーソナルー
コンピュータで誰もが容易かつ安価に実現可能なのである｡
註
1)仮日録の説明や､その史料保存管理プログラム上の位置付け等は､前章参照｡
2)本章では､本誌掲載の文章中には見慣れぬ文の区切り記号がしばしば登場しよう｡
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その意味や機能について､念のため簡単に説明しておく｡ここに使用した ｢:｣(コ
ロン)は､この記号の後にある語ないし文が､この記号の前にある語ないし文に対
し､詳細 ･要約 ･説明であることを意味する｡これは､比較的日本語の文の中で一
般に用いられている｡また､同京の次のパラグラフは､｢;｣(セミコロン)が見え
るはずである｡｢;｣は､｢,｣(カンマ､日本語では読点｢､｣)や｢:｣よりも強く､｢.｣
(ピリオド､H本譜では句点 ｢｡｣)よりは弱い区切りを示し､例えば構造的な並記を
可能にする｡これらの区切り記号は､本文 (2)に後述する通り､データの規格化 ･
構造化に有効なため､本串の文において実践を試みた次節である｡その理山は､例
えば記述重視の日録においては一般的な文章記述が中に含まれうるので､必ずしも
正しい用法である自信はないが､具体例を示したかったことにある｡なお､｢:｣の
代わりに｢;｣を使用するのは誤りである (｢,｣なら代用可)｡いずれも後掲註13
(特に木下氏賓昏8.6)･註14を参照のこと｡
3)鈴江英一氏が担当した同日録は､既述要素として以下を設定していた:日録掲載番
号､横越情報､成立情報 (作成･宛先 ･文番卒など)､形態情報 (大きさ･数量･欠
損状態 ･その他など)､標題等の補足情報､内容情報 (内容注記 ･日次抄録など)､
管理情報･利用条件情報､史料請求番号｡
4)それぞれ､年 (元号と年を表わす数字あるいは元号･年がなければ干支など:｢天
保12｣｢甲子｣など)､年註 (年号助数詞や付帯干支など:｢年丑｣など)､月 (刀
を教わす数字と月助数詞あるいは季節など:｢12月｣｢春｣など)､日 (日を表わす
数字と日助数詞など:｢晦日｣｢吉日｣など)､年帽 (年代の幅を示す記述 :｢一弘
化元年｣など)の五つに分割した｡このql日設定でデータベース管理ソフトへイン
ポートし､予め用意した元号西暦対照衣などのコード衣類と結び付けることで､文
むの出初の年代が､西暦を含む数値コード (例えば ｢天保12年丑田正月吉日｣なら
ば ｢1841.01531｣など)へ自動的に単純変換されるO変換された数値コードは､年
代コードという新しい項目に衣示 (保存)されるOこのコードにより､年代収の並
べ替えを容易に行なうことができる｡
5)テーブル中のデータ (レコード)を指定の配列に整列したり指定の条件で抽出した
ヽIヽヽ
りするためのついたてやスリットのようなもの (データを油過するフィルタともい
える)｡クエリーという一枝の型枠を通して秩序だてられたデータは､テーブルのデ
ータのように一覧ないし舶独することができる (クエリー の種籾により宙央できな
い場合もある)｡ただし､もとのデー夕日体はあくまでテーブルに格納されており､
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クエリー の実体は型枠のみである｡
6)未説明のものについて簡単に述べれば以下の通り｡フォー ム:専ら画面上でのデー
タの入出力のための型枠のようなもの､あらかじめデータ記載箇所をデザインして
ある情報カードが画面上に表示されたものをイメージされたい｡レポート:専ら紙
面へデータを出力するための型枠､フォームを印刷する場合よりデータ配置に閑し
自由度が高いOマクロ･モジュール:対象データベース固有の､ある (一連の)操
作･手続きを自動化 ･一括処理するための命令を記述する場所､データ操作用のユー
ザ定義関数などはモジュールの部分に記述する｡
7)将来的には日録データのみならず文書の画像や翻刻の情報を収めうる (前章参照)
ため､史料 (文番)群単位のデータベースを仮に｢～文書データベース｣と呼ぶ｡
8)例えば､テーブルのフィールドとしては ｢枝番コード｣｢年代コード｣は不要である｡
同コードも含めてテキストファイルへ出力する場合､同コードを表示項目に設定し
たクエリーから行なえばよい｡Access97の操作の単純さと表計算等他の市販ソフ
トでのデータ加工･操作の可能性を確保したため､テーブルにも同コードを含めた｡
後に作成した文書データベースの雛形では､操作の単純さを別のインタこフェイス
によって確保したので､同コードをテーブルから削除した｡
9)いくつもの史料の現物を机に並べ検討している場は､史料に付着している粉塵が舞
っており､コンピュータにとって好ましくない状況とな-りうるOおよそ史料現物と
データを対照する場合､コンピュータへ向って作業するならば,粉塵への対処を講
じる必要があろう｡
10)｢01.｣とする代わりに｢1.｣のように数字の前に半角スペースを人力してもよい｡
ただ､見た目の体裁を整えるために ｢10｣と｢1｣のように半角文字と全角文字と
を混用することはできないOうまく数字順に並び替わらなくなるためであるol
ll)本文中にも記した通り､テキストファイルへの出力はAccess97が用意する手凡削こ
???????
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従えばよい｡なお､この後テキストファイルに､さらにエディタ等で整形を加える 三_.l_
こともある:例えば､Access97のテキストファイルでの出力では､カンマなど基 完
本的なフィールド区切り記号を省略できないため､その区切り記号を一括で除去し
た｡
12)この時点でのデータベースの確認･訂正作業を怠ると､後に一括でこれを行なう必
要がある｡校正刷りへの朱筆訂正とともにデータベースの訂正も行なうのは､その
時は手間であり､コンピュータ使用による作業環境の制限も生じる｡が､将来の諸
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業務に活かす情報としてデータベースを維持する前提に立つ限り､後で校正刷りと
データベースの中の訂正箇所を同時に捜索しながらデータベースを訂正していく手
間の比ではない｡実は､一括訂正を実践した結果､目録刊行後半年近く過ぎて漸く
データベースのデータ校正が終了したのである｡
13)目録の記述として､わかり易い衣現が求められることは舌を伐たない｡日録記述と
は直接無関係ながら､わかり易く簡潔な衣現のための技法を述べたものに､木下是
雄氏の r理科系の作文技術J(中央公論社 〔中公新香624〕､1981年9月)を挙げて
おく｡同番には､この証の後に本文で述べる区切り記号の使用についても言及があ
る｡なお､本草では氏の言うところが実践できていないが､わかり易く簡潔な表現
は常に意識したいと考えている｡
14)ふつう区切り記号の区切りの強さは ｢･｣<｢､(,)｣<｢:｣<｢;｣<｢｡ (.)｣
であり､中iT.は並列･並列連結を示す区切り記号であろう｡ただ､中fF'は特に欧語
をカナ書きした場合の語の切れ目やハイフンの代わりにも慣用するため､例文では
･これに倣い､語の並列には読点を代用し､一般的な区切り記号の強さの序列に従っ
た｡なお､中黒の並列 ･並列連結の機能を優先させると､次のようになる:｢-作
成 :質流渡圭 一木村小左衛門⑳ ･加判一木村忠右街Fl⑳-･｣ ;ハイフンが中黒より
も弱い語をつなぐ程度の区切り記号であるとした場合､ハイフンを使えば､並列 ･
並列連結に中黒を使用できる｡
15)なお､数学的な序列 (｢()｣<｢l｣<｢[]｣)や､｢｣の中に ｢｣があった場合それ
を 日 で表現する､という序列等は､むしろ表記上､より一般的なルールであろう
から､ここでは詳しく触れない｡
16)例えば､データベースにインポートしてデータを編娘した方が良い場合と､インポー
トする前にデータを鮎兆した方が良い場合とがある;データベースにインポートす
る前のテキストファイルのデータの紺地には､テキストエディタないしワープロ､
あるいはAwk･Perl等のツール (正規表現を使った但換､改行コードを含む匠換な
ど)､表計算ソフト(祝党的に分り易いデータ配位の物理的変更､通し番号付与など)
が適していることもある｡なお､ く全角-半角)等の文字列変換をする場合､
MicrosoftOficeのVisualBasicには､｢StrConv(文字列,変換の梯Wlを示す佃)｣
といった変換関数が用定されている｡
17)指定のデータベース管理ソフトでのデータベース-ファイルを雛形として示してお
かないと､データベース管理システムの開発をともなうことになり､多板の焚用が
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かかるだろう｡テキストファイルでの入力ならば､純粋に文字を入力するだけに特
化できる (後述)0
18)先述の情報を モ括るモタグに対し､情報の前に モ荷札さのように付けるタグであるO
ここでは､その荷札は項目の名前を示すため､仮にこう呼ぶ｡
19)一般には､項目とデータを対にして構成する､この作業をデータの構造化と呼んで
いる｡本稿でのデータの構造化は､より広い意味で使用している0
20)単純検索のインターフェースを敷皮繰り返すことで､検索対象を絞り込む､といっ
た手続きではないことを示す｡
21)この例は､Access97に即したものとなるが､必ずしもAccess97のクエリー 機能を
利用するためのマニュアルが示されるわけではない｡悪しからず0
22)r史料館所蔵史料目録 ･第66集](国文学研究資料館史料館､1998年3月､大友一雄
氏担当)pp56162｡138件のレコードがある｡
23)実際は､｢1.森津新田/1.庄屋/-｣のように強制配列のための数倍を含んでいるか
もしれない｡その場合､数倍も含め抽出条件とする｡なお､｢普請 ･治水｣より下に
細かい階層を設定する場合は､この後にそのレヴェルの記述を続ければよいが､今
は設定していないものとして考える｡
24)あらかじめ連番をふるユーザ定為関数 (例えば ｢SeqNum([項目])｣など)m 成
しておき､更新クエリー の吏新項目の欄に
｢[キーワード]&"//-I&Format(SeqNum([ID]),'000")｣
と入力する｡
25)枝番号を含むレコード数が多ければ､親番号を抽出条件とし､キーワードのデータ
を更新するクエリー を作成すればよい｡
26)諸段階を漸進的･重層的なものとして捉えるならば､同じクエリーが何度も登場す
る詳細を述べることは煩雑で､あまり意味を持たないため､ここでは省略する｡
27)ファイルのバックアップには､可能ならパーソナル コーンピュータにおいて基本的
な媒体であるフロッピーディスクも利用した方がよい｡
28)特に､文書日録と分類の二つのテーブルは､対象文書群のオリヂナルなものである
から､バックアップが必要となる｡年号 ･月･日のコードのテーブルは､オリヂナ
ルなデータが蓄積されている場合､バックアップする必要がある｡
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【参考文献】
前章および本革で註に引用 ･参照のない参考文献は､次の通り (発表年収)0
EvanMawdsley&ThomasMunck:1993.Compub-ngforhlstoTlans-AL日'ntroductoTy
guL'de.ManchesterUniversityPress,U.冗.(邦訳 :rコンピュータで歴史を読むJ
訳者代表 ･安揮秀一､有斐閣､1997.4.)
伊東宗裕 :1992.｢電子化と歴史研究- わたしの推奨するコンピューター利用｣r京都
市歴史資料館紀要J節9号 (京都市歴史資料館)所収
田良品哲 :1995,3.｢史料情報の花子化とオンライン流通に関する諮問退｣r古文沓研究｣
節40号 (日本古文沓学会)所収
戎聞二郎 :1997.ll.rAccess97VBAアプリケーション作成のコツ/やさしいWindows
プログラミング/ (FD付)](エーアイ山版)
むすびにかえて
本来ここでⅠ･Ⅱ各章の総括を行なうべきだが､各章の結論に屋上屋を架す
ことは避け､少し補足を述べて､むすびにかえることとする｡
本稿では､史料整理 ･日録作成の中で作成されるデータベースを中心に､そ
れを情報資源として文昏蝕など史料保存利用機関で展開･活用するための構想
と､その再利用を念頭においた当該データベース作成のための考え方と具体例
が述べられてきた｡特に当該データベース作成については､範例提示には至ら
ないまでも標準化の指針の提示はま図していた｡しかし､対象史料の偏りに問
題がある点は既述の通りである.加えて､データの一般捉供を含む (再)利用
と標準化について述べる時､史料記述の国際標準たるISAD (G)への意識が
欠ける､との語りを免れまい｡この点を補足しておく｡
Ⅰにふれた史料梢報公開システムのうち縦断的構造の第二段階は､史料館の
場合､r史料蝕収蔵史料総覧Jから実現可能であろう.同番では収蔵史料群が
記述の標準化により統一的に把握 ･理解することが可能になっている.よって､
おそらくフォンドーレヴェルではISAD (G)の記述に移行が可能であろう｡
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問題は､その下のサブ フーォンドからサブ (●n) -シリーズまでの各史料群毎
に伸縮自在なレヴェル (以下､便宜中間レヴェルと呼ぶ)の表現の方法であ
る;本稿の構想では､縦断的構造の第二段階と第三段階との間の当該表現をア
イテム レーヴェルに付属するキーワード情報での表現に代表させた｡この表現
の形の是非である｡ISAD(G)に照らせば､中間レヴェルの記述の不在は､
不十分と評価されようLo
ここで､武田家文書データベースでの階層構造確定の具体的な過程を改めて
振り返ってみたい.まず､①アイテム レーヴェルのデータ記述を完遂し､アイ
テム総数を確定する｡ここに至るまでには､既に階層構造を把握し構造分類も
済んだものとする｡次に､②日録データを収めるテーブルに項目を追加し､各
アイテムのデータに管理用の通し番号 (ID)を付す｡このIDとキーワード項
目から､③構造分類の語をレヴェル毎に分割して収めたテーブルを作成する｡
つまり､パーソナル コーンピュータ上のデータベース管理システム (具体的
にはAccess97)で､中間レヴェルの記述を実現するため､技術的には次の手
順によって実現可能であろう:前述(むの過程の中で当該レヴェル関連記述をタ
グで括って備考欄などに残しておき､(参のテーブルの構造分類項目のレヴェル
毎にテーブルを新たに作成し､各テーブルの各項目へタグで括った当該レヴェ
ル関連記述を移して配置する｡かくして生成されたサブ フーォンド～サブ
(●n)-シリーズのテーブルを目録データのテーブルと連結することで､アイ
テム レーヴェルの史料1点についての情報を単独で表示させた時､中間レヴェ
ルの記述を同時に表示することが可能となろう｡横断的構造の第三段階の検
索 ･抽出 (サブ)システムは､この時に真に妥当なものとなる｡
???
??
?
?
??
?
???????
六
上述が机上の空論であることは､その煩雑さから理解できよう;この煩稚さ O
は､データベースの検索 ･抽出システムの実働パフォーマンスを恐ろしく低下
させるはずである｡むしろブラウザ上で､テキストファイルのデータとそれを
操作するCGIプログラムとを組み合わせた表現の方が適切かもしれない｡その
場合､安易なデータの再利用に対する障害を､いくつか予想することができる｡
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一つに､パーソナル コーンピュータで作成したデータベース管理ソフトのシス
テムを拡張するのではなく､データを出力して再構成して利用せねばならない｡
二つモこ､もとのデータベースの維持と公開用データの維持に作業が二重化する.
三つに､そのためにいくつかのシステム開発を行なわねばならない｡要するに､
費用がかかること､あるいはコストを下げようとするならばアーキビストへ直
接コンピュータに関する専門的技術的な知識が要求されること､が問題となる.
多くの文書館など史料保存利用機関では､史料情報のデータないしデータ
ベースの維持 ･保守にパーソナル コーンピュータを使用していよう｡その業務
の現実の中で､前述ISAD (G)に沿った記述を含むデータベース管理システ
ヽヽヽ
ムが作成 ･運用され続けることは可能だろうか｡別のデータベース構成のアル
ゴリズムの開発や､ハードウェアの技術的進展が､解決するかもしれない｡が､
前述のシステムが一般利用に授供されることは､いまは困杜と考える (データ
維持 ･保守のみには利用可能かもしれない)0
一方で､史料保存利用機関が､史料情報を一般利用に捉供することは､その
存立意義の一つに挙げられる｡例えば､Ⅰに示した横断的検索 ･抽出の確保は､
これを利用する需要の存在への対応として必要であり､さらなる利用需要の拡
大にも不可欠な条件と考える｡構造分析を経て整理された史料と､階層的に編
成された記述を持つ史料日録のみが､史料保存利用機関の提供しうる史料情報
なのだろうか｡例えば､史料錨は､カード日録や仮日録しか持たない史料を閲
覧に供してきている.その既成即実に従い､カード日録や仮日録の情報を､よ
り広く一般に公開しようとすることは避けられねばならないか｡
利用拡大を図ることが俸先されるならば､現時点でのコンピュータに関する
九 技術的限界は､妥協として作用すると考えるよりも､よりよい史料保存利用機
関の在り方への模索に作用すると考えるべきである｡つまり､史料保存利用機
関の持つ (死蔵されてきたかもしれない)既存の情報資源を活用しながら-
広く一般利用に供しながら､史料情報の利用の中で一般利用者が捉供してくれ
る情報を取り込み､例えば仮目録等の情報を利用しながら構造分析による整理
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へ連続させていく､ということである｡
本稿で紹介したパーソナル コーンピュータ上のデータベース管理システムは､
ISAD (G)の記述に及ばぬ簡易なものながら､構造分析による整理を経た史
料群については､史料1点毎の目録記述を単体で取り出した際､キーワード項
目によって階層上の位置の表示を確保している｡これは､仮目録程度の記述要
素に合わせたとしても､構造分析による整理を経た史料群の構造分類の配列や
階層上の位置表示を損なわない可能性があることを意味する｡仮目録と刊行日
録は､当然同列ではないが､同じシステムの中で扱いうる､という現実的な選
択が可能であろう｡
情報資源の徹底的な再利用を自覚しさえすれば､どんな史料保存利用機関で
も､可能な部分から少しずつ史料情報の情報資源化を進めていくことができる
のだ｡
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